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はじめに
このたびは，タイムインターバルアナライザTA320をお買いあげいただきましてありがと
うございます。
このユーザーズマニュアルは，本機器の取り扱い上の注意/機能/操作方法などについて説
明したものです。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき，正しくお使いくださ
い。
お読みになったあとは，ご使用時にすぐにご覧になれるところに，大切に保存してくださ
い。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっとお役にたちます。
なお，本機器のマニュアルとして，このマニュアルのほかに，次のマニュアルがありま
す。あわせてお読みください。

マニュアル名 マニュアルNo. 内容
TA320GP-IBインタフェース IM704210-12J GP-IBインタフェースを使った通信
ユーザーズマニュアル 機能について説明しています。

ご注意
●本書の内容は，性能/機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがあります。
また，実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。

●本書の内容に関しては万全を期しておりますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきの
ことがありましたら，お手数ですが，裏表紙に記載の当社支社/支店/営業所までご連絡
ください。

●本書の内容の全部または一部を，無断で転載/複製することは禁止されています。
●保証書は梱包箱に付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき大切に保
管してください。

商標
●MS-DOSは，Microsoft Corporationの登録商標です。
●その他，本文中に使われている会社名/商品名は，各社の登録商標または商標です。

履歴
●1996年6月 初版発行

　　　　　　

Disk No. HF06

2nd Edition: February 1998 (YK)

All Rights Reserved, Copyright © 1996 Yokogawa Electric Corporation

●1998年2月 2版発行
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梱包内容を確認してください

梱包を開けたら，ご使用前に以下のことを確認してください。万一，お届けした品の間違
いや品不足，または外観に異常が認められる場合には，お買い求め先にご連絡ください。

TA320本体
リアパネルの形名銘板に印字されている形名と仕様コードで，本機器本体がご注文どおり
であることを確認してください。

形名銘板�

●MODEL(形名)

704210

●SUFFIX(仕様コード)

仕様コード 記事
電源電圧 100-240V AC

電源コード -M UL/CSA規格電源コードと3極-2極変換アダプタ*
(部品番号：A1006WDとA1253JZ)
[最大定格電圧：125V，最大定格電流：7A]

＊ 日本国内でのみ使用可

●NO.(計器番号)

お買い求め先にご連絡いただく際には，この番号もご連絡ください。

Note
梱包箱は保管されることをおすすめします。お客様で製品を輸送されるときにお役に立ちます。
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付属品
次の付属品が添付されています。品不足や損傷がないことを確認してください。

品名 部品番号,形名 数量 記事
1.電源コード 前表参照 1 前表参照
2.3極-2極変換アダプタ A1253JZ 1 日本国内でのみ使用可
3.後ろ足用ゴム A9088ZM 1 ゴム2個が1セットになっています。
4.ユーザーズマニュアル IM704210-01J 1 ユーザーズマニュアル(本書)
5.ユーザーズマニュアル IM704210-12J 1 GP-IBインタフェースユーザーズマニュアル

　　　　
2. 

3. 4.， 5. 1. 

アクセサリ(別売品)
アクセサリ(別売品)として，次のものがあります。ご注文されたときは品不足や損傷がな
いことを確認してください。
なお，アクセサリについてのお問い合わせやご注文は，お買い求め先までご連絡くださ
い。

品名 形名 販売単位 記事
150MHzプローブ 700998 1 入力抵抗10MΩ，長さ1.5m

(10:1，1:1 切り替え式)
BNCケーブル 366924 1 BNC-BNC，長さ1m
BNCケーブル 366925 1 BNC-BNC，長さ2m
ラックマウント用キット 751533-E3 1 EIA単装用
ラックマウント用キット 751534-E3 1 EIA連装用
ラックマウント用キット 751533-J3 1 JIS単装用
ラックマウント用キット 751534-J3 1 JIS連装用

梱包内容を確認してください
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本機器を安全にご使用いただくために

本機器はIEC規格安全階級I(保護接地端子付き)の製品です。
本機器を正しく安全に使用していただくため，本機器の操作にあたっては下記の安全注意
事項を必ずお守りください。このマニュアルで指定していない方法で使用すると，本機器
の保護機能が損なわれることがあります。なお，これらの注意に反したご使用により生じ
た障害については，YOKOGAWAは責任と保証を負いかねます。

■ 本機器には，次のようなシンボルマークを使用しています。

“取扱注意”。人体および機器を保
護するために，ユーザーズマニュ
アルやサービスマニュアルを参照
する必要がある場所に付いていま
す。

交流。

ON(電源)。

OFF(電源)。

ON(電源)の状態

OFF(電源)の状態

■ 次の注意事項をお守りください。取扱者の生命や身体に危険が及ぶ恐れがあります。

警　　告
●電　　源
機器の電源電圧が供給電源の電圧に合っているか必ず確認したうえで，本機器の電
源を入れてください。
●電源コードとプラグ
感電や火災防止のため，電源コードおよび3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使
用可)は，YOKOGAWAから供給されたものを必ずご使用ください。主電源プラグ
は，保護接地端子を備えた電源コンセントにだけ接続してください。保護接地線を
備えていない延長用コードを使用すると，保護動作が無効になります。
●保護接地
感電防止のため，本機器の電源を入れる前には，必ず保護接地を行ってください。
本機器に付属の電源コードは接地線のある3極電源コードです。したがって，保護
接地端子のある3極電源コンセントを使用してください。また，3極-2極変換アダ
プタ(日本国内でのみ使用可)を使用する場合には，保護接地端子に変換アダプタの
接地線を確実に接続してください。
●保護接地の必要性
本機器の内部または外部の保護接地線を切断したり，保護接地端子の結線を外さな
いでください。いずれの場合も本機器が危険な状態になります。
●保護機能の欠陥
保護接地およびヒューズなどの保護機能に欠陥があると思われるときは，本機器を
動作させないでください。また本機器を動作させる前には，保護機能に欠陥がない
か確認するようにしてください。
●ガス中での使用
可燃性，爆発性のガスまたは蒸気のある場所では，本機器を動作させないでくださ
い。そのような環境下で本機器を使用することは大変危険です。
●ケースの取り外し
当社のサービスマン以外はケースを外さないでください。本機器内には高電圧の箇
所があり，危険です。
●外部接続
保護接地を確実に行ってから，測定対象や外部制御回路への接続を行ってくださ
い。
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このマニュアルの構成

このユーザーズマニュアルは，以下に示す第1章～第12章と索引で構成されています。

●第1章　機能説明

測定原理や機能について説明しています。ここでは操作方法については説明していません
が，各操作の前に読んでおくと，操作内容がわかりやすくなります。
●第2章　各部の名称と使い方

各部の名称とその使い方について説明しています。キー/ロータリノブの説明には，関連
する操作説明の項(またはページ)も記載しています。
●第3章　測定を開始する前に

使用上の注意，設置，電源への接続，電源スイッチのON/OFF，プローブの接続のしか
た，日付けと時刻の合わせかたについて説明しています。
●第4章　共通操作

測定入力信号の取り込みのスタート/ストップ，テンキーでの数値設定の操作について説
明しています。
●第5章　サンプリングモード/測定ファンクションを設定する

サンプリングモード，測定ファンクション(測定項目)の設定操作について説明していま
す。
●第6章　測定入力信号の取り込み条件を設定する

入力カップリング/入力インピーダンス/トリガモード/トリガレベル，ゲート/サンプルサ
イズ/サンプリングインターバル，アーミングソース/スロープ/ディレイ，インヒビット
など，測定入力信号の取り込み条件の設定操作について説明しています。
●第7章　測定/演算結果を表示する

ヒストグラム/タイムバリエーション/リスト/スタティスティクス(統計値)表示，マルチウ
インドウ，パノラマ，ヒストグラム加算など，表示の設定操作について説明しています。
●第8章　内蔵メモリに設定情報をストアする/リコールする

内蔵メモリに設定情報を保存(ストア)するとき，またはストアした設定情報を呼び出(リ
コール)して設定を変えるときの操作について説明しています。
●第9章　フロッピーディスクにデータをセーブする/ロードする

フロッピーディスクに，設定情報，測定/演算結果，画面イメージなどのデータを保存
(セーブ)するときの操作や，セーブしたデータを読み込む(ロードする)ときの操作，およ
びディスクの初期化やデータの消去などの操作について説明しています。
●第10章　その他の機能を使う

プロッタ出力/リファレンス信号入出力/モニタ出力などの外部信号入出力機能や，設定の
初期化/キャリブレーション/画面のコントラスト/タッチキーの操作音などの操作につい
て説明しています。
●第11章　トラブルシューティング/保守

異常時の推定原因とその対処の方法，画面に表示されるメッセージ，エラーロギング/セ
ルフテスト/タイムベース調整/性能試験/サーキットブレーカの操作などについて説明し
ています。
●第12章　仕様

本体の仕様を表にまとめています。
●索引　

五十音/アルファベット順の索引を記載しています。
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このマニュアルで使用している記号

●単位

k ：「1000」の意味です。使用例：100kHz
K ：「1024」の意味です。使用例：640Kバイト(フロッピーディスクの記憶容量)

●注記

注記を以下のようなシンボルで区別しています。

本機器で使用しているシンボルマークで，人体および機器に危険があ
ることを示すとともに，ユーザーズマニュアルを参照する必要がある
ことを示します。ユーザーズマニュアルでは，その参照ページに目印
として使用しています。

警　　告 取り扱いを誤った場合に，使用者が死亡または重傷を負う危険がある
ときに，それを避けるための注意事項が記載されています。

注　　意 取り扱いを誤った場合に，使用者が軽傷を負うか，または物的損害の
みが発生する危険があるときに，それを避けるための注意事項が記載
されています。

Note 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

●操作説明のページで使用しているシンボル

第3章～第11章で操作説明をしているページでは，説明内容を区別するために次のような
シンボルを使用しています。

操　　作操　　作� 操作するときに使用するキーや，操作手順の説明をしています。操作
内容によっては，番号順に操作する必要がない場合もあります。

解　　説解　　説� 操作に関する設定内容や限定事項について説明しています。ここでは
機能そのものについては詳しく説明していません。機能については第
1章をご覧ください。
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1.1 システム構成と本体ブロック図

システム構成
HP-GL対応プロッタ�
・ハードコピー�
・設定情報のリスト�

入力信号�

パーソナルコンピュータ�
・リモートコントロール�
・データ収集/解析�

測定対象�
通信�

インヒビット入力�
外部アーミング(外部ゲート兼用)入力�
リファレンス入力�

モニタ出力�
リファレンス出力�

フロッピーディスク�
　データのセーブ/ロード�

本体ブロック図
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Reference
 IN

Reference
 OUT

Ach Monitor
OUT
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Data
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Contoroller
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Time Measuring Unit 2 

Time Measuring Unit 1
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DAC
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Converter
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Converter Counter
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Inhibit  Signal

External  Arming  Signal
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U
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U
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Counter

●信号の流れ
入力端子(Ach IN/Bch IN)に入力された信号は，入力アンプ(Input Amplifier)で低インピーダンス
信号に変換された後，それぞれコンパレータ(Comparator)で2値信号に変換されます。一方で，入
力アンプ(Input Amplifier)の出力はモニタ信号(Ach Monitor OUT/Bch Monitor OUT)として出力
されます。
信号マルチプレクサ(Signal Multiplexer)で測定ファンクション(測定項目)に応じた2値信号が選択
され，測定制御回路(Measuring Controller)に入力されます。測定制御回路は，外部からのアーミ
ング信号(External Arming Signal)やインヒビット信号(Inhibit Signal)によって，測定の制御と端
数パルス(Fractional Pulse)の生成をします。端数パルスのパルス幅は，時間測定ユニット(Time
Measuring Unit1,2)の時間/電圧変換回路(T/V Converter)によって，100psの分解能で時間測定
され，ディジタルカウンタ(Counter)の値と合わせられます。これが1つの測定データになります。
連続測定では，2系統の時間測定ユニットを交互に動作させます。
タイムスタンプモード(次ページ参照)では，測定値とタイムスタンプデータ(経過時間)が，2つのア
クイジションメモリ(Acquisition Memory1,2)にそれぞれ取り込まれます。ハードウエアヒストグ
ラムモード(次ページ参照)では，測定値の度数(発生個数)データが，2つのアクイジションメモリに
取り込まれます。取り込まれたデータは，メモリ制御回路(Memory Controller)を介してCPUに読
み込まれ，統計演算のデータとして使用されたり，LCDに表示されます。
基準クロック(Reference Clock)は，内部の温度補償された水晶発振器の信号か，外部の基準信号
(Reference IN)のどちらかを選択できます。どちらの場合も，10MHzのバンドパスフィルタを通
過させた信号が基準信号出力(Reference OUT)として外部に出力されます。



1-2 IM 704210-01J

1.2 測定原理とサンプリングモード

測定原理
基準クロックの周期より短い時間を「端数時間」といいます。一般に被測定信号と基準ク
ロックは非同期なので，端数時間は測定の始まり側と終わり側に存在します。本機器は，
端数時間に基準クロックの1クロック分の時間を加えたパルス信号「端数パルス」を発生
させます。
被測定信号のパルス幅をT，基準クロックの周期をt0，端数パルスの時間をTa，Tbとする
と，Tは基準クロックの整数倍の時間N･t0と，端数パルスの時間Ta，Tbに分けることがで
きます。

T＝N･t0＋(Ta－Tb)

本機器は，始まり側と終わり側に発生させた端数パルスの時間(Ta，Tb)を電圧値に変換
し，さらに変換した電圧値を，8ビットのA/D変換器でディジタル値に変換します。
このようにして，1LSBあたり100psの時間分解能で端数パルス時間を測定します。測定
した端数パルス時間を上式のTa，Tbに代入して，Tを求めます。

T

1 2
t0

N

Ta Tb

V   =k·T

      

V   =k·T 

      変換�

被測定信号�

基準クロック�

端数パルス�

時間-電圧変換�

a a ｂ ｂ

T =N·t   + (T  –T  )
k : A/D変換するときの係数�

ba0

A/D 変換�A/D

サンプリングモード ≡操作説明は5.1項≡
サンプリングモードには，タイムスタンプモードとハードウエアヒストグラムモードの2
種類があります。サンプリングモードによって，サンプリング(測定データの取り込み)方
法が変わり，測定したあとの表示形式(表示のしかた)が異なります。表示形式の詳細な説
明は「1.6　測定/演算結果の表示」を参照してください。

●タイムスタンプモード

測定値と測定した時点(タイムスタンプ)*をアクイジションメモリに取り込み，時系列の
データとして扱います。測定ファンクション(次ページ参照)によって異なりますが，最大
サンプルサイズ(取り込むデータの最大個数)は32,000個です。表示形式はヒストグラム/
リスト(測定値とタイムスタンプ)/タイムバリエーション/統計値の4種類があります。
＊タイムスタンプは，アーミング(1.5項参照)がかかってから，1サンプルの測定が終了し
た時点までの経過時間です。

●ハードウエアヒストグラムモード

測定値と測定値の度数をアクイジションメモリに取り込みます。最大サンプルサイズ(取り
込むデータの最大個数)は99,999,999個です。表示形式はヒストグラム/リスト(測定値と
度数)/統計値の3種類があります。
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1.3 測定ファンクション(測定項目)

周期 ≡操作説明は5.2項≡
ある測定入力信号のエッジから，スロープが同じ次のエッジまでの時間を測定します。ス
ロープは，信号の立ち上がりまたは立ち下がりのどちらかを選択できます。測定入力チャ
ネルは，AまたはBのどちらかを選択します。

測定� 測定�測定�

CH A/
CH B

スロープが立ち上がりのときの例�

タイムインターバル ≡操作説明は5.3項≡
チャネルAの測定入力信号と，チャネルBの測定入力信号の時間間隔を測定します。次の
ように2つのパターンがあります。

●AtoBインターバル

チャネルAの測定入力信号のエッジから，チャネルBの測定入力信号の最初のエッジまで
の時間を測定します。スロープの組み合わせは「5.3　タイムインターバル測定を設定す
る」を参照してください。

　　　　　　

測定� 測定�

 

 

CH A

CH B

チャネルAのスロープが立ち上がりで，�
チャネルBのスロープも立ち上がりのときの例�

測定� 測定� 測定�

 

 

CH A

CH B

A B A B

チャネルAのスロープが立ち上がり/立ち下がりの両方で，�
チャネルBのスロープが立ち上がりのときの例�

●AtoBtoAインターバル

チャネルAの測定入力信号のエッジからチャネルBの測定入力信号の最初のエッジまでの
時間と，チャネルBのエッジからそのあとに捉えたチャネルAの最初のエッジまでの時間
を測定します。スロープの組み合わせは「5.3　タイムインターバル測定を設定する」を
参照してください。

測定� 測定� 測定� 測定�

 

 

CH A

CH B

A B A

3つのスロープすべてが立ち上がりのときの例�
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パルス幅 ≡操作説明は5.4項≡
測定入力信号のポジティブ側(立ち上がりから次の立ち下がりまで)，またはネガティブ側
(立ち下がりから次の立ち上がりまで)の時間を測定します。極性(ポラリティ)のパターン
は「5.4　パルス幅測定を設定する」を参照してください。本機器では，定数T(1.4項参照)
を設定して，22T±0.5Tの時間範囲にあるパルス信号だけを測定する「22T」という特殊
なパターンの測定をする機能もあります。測定入力チャネルは，AまたはBのどちらかを
選択します。

22T±0.5Tの時間�
範囲のとき測定�

CH A/
CH B

       

測定� 測定� 測定� 測定�

CH A/
CH B

 
22T�
 

ポジティブ側の例�

特殊なパターン「22T」の例�

22T±0.5Tの時間�
範囲から外れてい�
るとき非測定�

22T±0.5Tの時間�
範囲のとき測定�

位相差 ≡操作説明は5.5項≡
チャネルAの測定信号のエッジから，チャネルBの測定入力信号のエッジまでの時間を測
定し，チャネルAの測定入力信号の各周期を360゜として位相角(deg)で測定値を取り込み
ます。タイムスタンプモードのときだけ測定できます。スロープの組み合わせは「5.5　
位相差測定を設定する」を参照してください。

測定tp1
測定t1 測定t2

 

 

CH A

CH B

A B

チャネルAのスロープが立ち上がりで，�
チャネルBのスロープも立ち上がりのときの例�

測定tp2

位相差1[deg]＝
tp1
t1

×360　　位相差2[deg]＝
tp2
t2

×360

デューティ比 ≡操作説明は5.6項≡
測定入力信号の1周期に対するポジティブ側(立ち上がりから次の立ち下がりまで)，または
ネガティブ側(立ち下がりから次の立ち上がりまで)の比を測定します。タイムスタンプ
モードのときだけ測定できます。測定入力チャネルは，AまたはBのどちらかを選択しま
す。

測定tp1
測定t1

測定tp2
測定t2

 CH A/
CH B

ポジティブ側の例�

デューティ比1[％]＝
tp1
t1

×100　　デューティ比2[％]＝
tp2
t2

×100 

1.3　測定ファンクション(測定項目)
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1.4 演算

リードアウト機能 ≡操作説明は7.1項，7.5項≡
ヒストグラム表示/タイムバリエーション表示(1.6項参照)のとき，マーカー(XI，X2の2つ)
が表示されます。これらマーカーとヒストグラム/タイムバリエーションとの交点の座標
を読み取ることができます。またカルキュレーションのエリアの選択(次項参照)によっ
て，マーカーで囲まれた領域を，統計演算エリアにできます。

●ヒストグラム表示のとき

グラフの下側に表示される値は，それぞれ次の意味を持っています。
X1：X1マーカーのX軸座標(測定値)
Y1：X1マーカーのY軸座標(X1の度数)
X2：X2マーカーのX軸座標(測定値)
Y2：X2マーカーのY軸座標(X2の度数)
N：
・カルキュレーションのエリア設定(下記，カルキュレーションの項を参照)がWINDOW
のとき：ウインドウ内の全サンプル数

・カルキュレーションのエリア設定がMARKERのとき：X1/X2で囲まれた領域のサンプ
ル数

X1マーカー� X2マーカー�

ウインドウ�

●タイムバリエーション表示のとき

グラフの下側に表示される値は，それぞれ次の意味を持っています。
X1：X1マーカーのX軸座標(タイムスタンプ)
X2：X2マーカーのX軸座標(タイムスタンプ)
△X：X2－X1
Y1：X1マーカーのY軸座標(測定値)
Y2：X2マーカーのY軸座標(測定値)
△Y：―Y2－Y1―

X1マーカー� X2マーカー�
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カルキュレーション ≡操作説明は7.1項，7.7項≡
統計演算に必要な次の項目を選択/設定する機能があります。

●統計演算エリアの選択

ヒストグラム表示のウインドウの全領域の測定値で統計演算をするのか，またはマーカー
で囲まれた領域内の測定値で統計演算をするのかを選択します。

●定数T(CONST T)の設定

統計値のジッタ1(σ/T)やジッタ2(―AVE－XCENTER―/T)を演算するときのT，またはパ
ルス幅22Tを測定するときのTの値を，定数Tとして設定します。

統計演算の項目 ≡操作説明は7.7項，7.8項≡
測定値を元に統計演算ができます。統計演算の結果は，ヒストグラム表示/スタティスティ
クス表示(1.6項参照)のときに表示できます。統計演算のエリアは，ヒストグラム表示され
ている全領域(ウインドウの全領域)か，前述のX1/X2マーカーの間の領域かを選択できま
す。サンプリングモードによって演算式が異なる統計値があります。

●タイムスタンプモードのとき

下記の演算式で，n はサンプル数，Xiは各サンプルの測定値です。

・最大値(MAX)

最も大きい測定値を示します。
MAX＝[Xi]max

・最小値(MIN)

最も小さい測定値を示します。
MIN＝[Xi]min

・平均値(AVE)

測定値の平均値を演算します。

AVE＝
1
nΣ

i＝1

n

Xi

・標準偏差(σ)

測定値の標準偏差を演算します。平均値からのちらばりの度合いを表します。

σ＝
1
nΣ(

i＝1

n

Xi－AVE)2

・ピーク-ピーク(P-P)

最大値と最小値の差を演算します。
P-P＝MAX－MIN

・フラッタ(σ/AVE)

フラッタを演算します。ちらばりの度合いを，平均値に対する割合で表します。

σ/AVE＝
σ
AVE

×100(％)

1.4　演算



1-7IM 704210-01J

�１�

機
能
説
明

●ハードウエアヒストグラムモードのとき

下記の演算式で，n はヒストグラムのビンの本数です。ヒストグラムのビンとは，ヒスト
グラムで度数を示す棒1本のことをいいます。Xiはヒストグラムの各ビンの区間代表値で
す。X軸のスパン設定によっては，各ビンの区間の幅が100psになるときがあり，そのと
きのXiは測定値になります。詳細は1.6項を参照してください。

・最大値(MAX)

最も大きい区間代表値を示します。
MAX＝[Xi]max

・最小値(MIN)

最も小さい区間代表値を示します。
MIN＝[Xi]min

・平均値(AVE)

ヒストグラムの平均値を演算します。Piは相対度数*です。

AVE＝Σ
i＝1

n

Xi ×Pi

＊相対度数Ｐiは，統計演算の対象になっている全サンプル数をN，ある1本のビンの度
数(サンプル数)をNiとすると，Pi＝Ni/Nになります。

・標準偏差(σ)

ヒストグラムの標準偏差を演算します。ちらばりの度合いを表します。Piは相対度数で
す。

σ＝
1
nΣ(

i＝1

n

Xi－AVE)2×Pi

・ピーク-ピーク(P-P)

最大値と最小値の差を演算します。
P-P＝MAX－MIN

・フラッタ(σ/AVE)

ヒストグラムのフラッタを演算します。ちらばりの度合いを，平均値に対する割合で表し
ます。

σ/AVE＝
σ
AVE

×100(％)

・ジッタ1(σ/T)

設定した定数Tを使ってヒストグラムのジッタ1を演算します。ちらばりの度合いを，定数
Tに対する割合で表します。

σ/T＝
σ
 T

×100(％)

・ジッタ2(Maximum Effect Length Error，略してMELE)

設定した定数Tを使ってヒストグラムのジッタ2を演算します。XCENTERはウインドウのX
軸中心値です。詳細は1.6項を参照してください。本来のXCENTERの意味は，測定データが
この値を中心に分布するであろうという値です。ジッタ2は，XCENTERの値に対する実測の
平均値AVEのずれを，定数Tに対する割合で表します。

ME LE＝
―AVE－XCENTER―

T
×100(％)

1.4　演算
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1.5 測定入力信号の取り込み条件

入力カップリング ≡操作説明は6.1項≡
測定入力信号の振幅だけ(AC成分)を測定したいときや，所定の直流電圧に重畳している信
号だけを測定したいときは，信号から直流成分(DC成分)を取り除いたほうが測定しやすく
なります。また，測定入力信号のAC成分とDC成分のすべてを測定したいときもありま
す。このようなときは入力結合(カップリング)の設定を変えて，入力アンプに信号を入力
します。入力カップリングは次の中から選択できます。

●AC

コンデンサを介して入力します。入力信号のDC成分をカットして，信号の振幅だけの測
定や，所定の直流電圧に重畳している信号だけの測定のときに，この設定をします。

測定入力端子� 入力�
アンプ�

●DC

入力信号を直接入力します。信号のAC成分とDC成分のすべてを測定するときに，この設
定にします。

測定入力端子� 入力�
アンプ�

入力インピーダンス ≡操作説明は6.1項≡
信号出力側の出力インピーダンスと整合をとり，測定信号の減衰やひずみを軽減するた
め，本機器は入力インピーダンスを50Ω/1MΩから選択できます。

測定ブロック
本機器は，「測定-データ処理-表示」の一連の処理を繰り返しています。この1回の処理で
対象になる測定の最小単位を「測定ブロック」といいます。1回の処理で取り込むサンプ
ル数(データの個数)をN個とし，N個のサンプルを測定-データ処理-表示することを「1ブ
ロックの測定」といいます。
下図の例のように，設定されたサンプリングインターバル(後述のサンプリングインターバ
ルの項を参照)で発生するサンプリングパルスP1，P2，P3，･････，PNに対して，測定ブ
ロック内の個々のサンプルS1，S2，S3，･････，SNが対応して測定されます。

●測定入力信号の周期がサンプリングインターバルより長いとき

S1 S2 S3 SN

1ブロック�

S1 S2 S3

測定ブロック�
データ処理�
-表示�

1ブロック�

測定ブロック�
測定�
準備�

P1 P2 P3 P4 P2 P3 P4

測定入力信号�

サンプリング�
パルス�

サンプリングインターバル�
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●測定入力信号の周期がサンプリングインターバルより短いとき

S1

1ブロック�

測定ブロック�
データ処理�
-表示�

1ブロック�

測定ブロック�
測定�
準備�

P1 P2 P3 P4 P2 P3 P4

測定入力信号�

サンプリング�
パルス�

サンプリングインターバル�

S2 S3 S4 SN S1 S2 S3 S4

P1PN

トリガモード/トリガレベル ≡操作説明は6.1項≡
1サンプルの測定をするときに，測定入力信号のどのレベルのタイミングを測定する(トリ
ガをかける)かを選択できます。トリガがかかるレベルをトリガレベルといいます。

●シングルオートトリガ

最初の測定ブロックの前の信号で，振幅の中央値をトリガレベルに自動設定します。それ
以降の測定ブロックのトリガレベルを，すべて同じレベルにします。

●リピートオートトリガ

測定ブロックの前の信号で，振幅の中央値をトリガレベルに自動設定します。シングル
オートトリガと異なり，測定ブロックごとにトリガレベルを設定します。

振幅の1/2

振幅の1/2

振幅�

(測定入力信号)

トリガレベルの設定� 測定ブロック�

トリガがかかる�

トリガレベル�

●マニュアルトリガ

ロータリノブ/キー操作により設定した値が，トリガレベルになります。

ゲート ≡操作説明は6.2項≡
測定ブロック1つの大きさ(範囲)を設定できます。設定した範囲のイベント数/ゲート時間
の間(ゲートが開いている間)，測定ができます。ゲートの種類は3つあります。

●イベントゲート

1サンプルを1イベントといいます。たとえば周期測定1回で1イベント分になります。
アーミング(次ページ参照)からの時間320s以内で，タイムスタンプモードのときは最大
32,000(デューティ比/位相差測定のときは16,000)イベントまで，ハードウエアヒストグ
ラムモードのときは最大99,999,999イベントまで，イベント数を設定できます。

●タイムゲート

各サンプリングモードの最大イベント数以内で，最長10sまで，ゲート時間を設定できま
す。

●外部ゲート

外部アーミング(次ページ参照)入力端子を利用して，ゲートの開閉をコントロールしま
す。各サンプリングモードの最大イベント数以内で，最長320sまでコントロールできま
す。外部アーミング信号の正極/負極のどちらの極性でゲートを開くかの設定もできます。

1.5　測定入力信号の取り込み条件
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サンプルサイズ(イベント数)　≡操作説明は6.2項≡
アクイジションメモリに取り込むことができる測定データ数を，サンプルサイズといいま
す。前述のイベントゲートのときに設定するもので，最大サンプルサイズはタイムスタン
プモードのとき32,000(デューティ比/位相差測定のときは16,000)，ハードウエアヒスト
グラムモードのときは99,999,999です。

サンプリングインターバル　≡操作説明は6.2項≡
サンプルを取り込む時間間隔がサンプリングインターバルです。サンプリングパルス(前述
の測定ブロックの項を参照)をサンプリングインターバルで発生させ，サンプリングパルス
のあとに測定入力信号がトリガ条件(トリガレベル，スロープなど)を満足したときに測定
します。サンプリングインターバルは，タイムスタンプモードのときに最高サンプルレー
ト14MS/sの逆数，約71nsから4msの範囲で選択できます。ハードウエアヒストグラム
モードのときは約71nsに固定です。

アーミング ≡操作説明は6.3項≡
測定ブロックの測定開始のきっかけがアーミングです。測定スタート(STARTキーまたは
通信のSTARTコマンド)と同時に測定を開始するオートアーミングと，外部信号の入力後
に測定を開始する外部アーミングがあります。

●オートアーミング

測定スタート後，自動的にアーミングがかかります。このときのアーミングソースは本機
器内部の信号になります。

●外部アーミング

測定スタート後，外部アーミング入力端子に信号を入力することによって，アーミングが
かかります。このときのアーミングソースは外部信号になります。信号のスロープが，立
ち上がり/立ち下がりのどちらでアーミングをかけるかの選択もできます。

測定ブロック�

アーミング�測定スタート�

アーミングディレイ ≡操作説明は6.3項≡
外部アーミングのとき，アーミングがかかってから，ある時間またはイベント数まで測定
の開始を遅延させることができます。アーミングディレイの種類は2つあります。

●タイムディレイ

設定した時間(最長1s)だけ遅れて測定を開始します。

●イベントディレイ

設定した入力のイベント数(最大30000)だけ遅れて測定を開始します。

1.5　測定入力信号の取り込み条件
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インヒビット ≡操作説明は6.4項≡
インヒビット入力端子に信号を入力して，測定を禁止(インヒビット)できます。ゲートの
範囲内/アーミング後の測定中でも，禁止できます。最長320sの設定ができます。信号の
正/負どちらの極性でインヒビットするかの設定ができます。
インヒビット信号とゲート/アーミングの関係例を次に示します。
●インヒビット信号とゲートの関係

S1 S2 S3

測定入力信号�

S4 S5

測定しません�
ゲート�

インヒビット�
測定禁止�

ゲート開�

測定開始� 続いて測定�
インヒビット中は，�
イベントとしてカウ�
ントしません�
�

●インヒビット信号とゲート/外部アーミングの関係

S1 S2 S3

測定入力信号�

S4 S5

測定しません�

外部アーミング�

ゲート�

インヒビット�
測定禁止�

ゲート開�

測定開始� 続いて測定�
インヒビット中は，�
イベントとしてカウ�
ントしません�
�

●インヒビット信号とゲート/外部アーミング/アーミングディレイの関係

S1 S2 S3

測定入力信号�

S4 S5

アーミングディレイ�

測定しません�

アーミング�

ゲート�

インヒビット�
測定禁止�

ゲート開�

測定開始� 続いて測定�
インヒビット中は，�
イベントとしてカウ�
ントしません�
�

1.5　測定入力信号の取り込み条件
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1.6 測定/演算結果の表示

ヒストグラム表示 ≡操作説明は7.1項≡
測定ブロックごとに，測定したデータのヒストグラム(度数分布)表示をして，データの分
布を見ることができます。ヒストグラム表示をするときのX軸(時間/位相差/デューティ
比)，Y軸(度数)をマニュアルでも設定できますが，オートスケール機能で自動的に設定す
ることもできます。マニュアル設定では次の項目を設定します。
・X軸中心値
・X軸左右割り振り値(X軸スパン)
・Y軸目盛りの振り方(リニアスケール/ログスケールから選択)
・Y軸最大値
・X軸中心値の間隔(ハードウエアヒストグラムモードで，マルチウインドウ機能(次項参
照)を使用するときに設定します。)

●タイムスタンプモードのとき，またはハードウエアヒストグラムモードでウインドウがシ

ングル(マルチウインドウ機能がOFF)のとき

上記の各設定値に応じてヒストグラム表示をします。
区間に幅がある場合，たとえば区間の最小値が505ns，最大値が515nsのとき，その区間
代表値は510nsになります。その区間に入るサンプルは，同じ代表値510nsとして扱われ
ます。区間に入る測定値すべてが同じ値のときは，測定値が区間代表値になります。下図
のように本機器のX軸の各値は，区間代表値または変位を表しています。これら区間に入
るサンプル数を積み上げていくことによって，ヒストグラムができあがります。

区間�
X軸中心値�

(中心の区間代表値)

X軸左右割り振り値�
(スパン：この例の場合2ns)

X軸右端値�
(X軸中心値からの�
正方向の変位)

X軸左端値�
(X軸中心値からの�
負方向の変位)

Y軸最大値�

X軸(時間)

Y軸�
(度数)

1本の棒を「ビン」という�

Y軸目盛りの振り方(この例の場合ログスケール)

�

●ハードウエアヒストグラムモードでウインドウがマルチ(マルチウインドウ機能ON)のとき

後述の「マルチウインドウ」「パノラマ表示」の項を参照してください。

マルチウインドウ ≡操作説明は7.2項≡
1つの測定ブロックのデータの分布が複数のX軸中心値に対して分布しているときは，複数
のヒストグラムができます。1つのウインドウで全ヒストグラムを表示することもできま
すが，複数のウインドウを設定して，それぞれのヒストグラムを詳しく見ることができま
す。複数のウインドウでそれぞれのヒストグラムを表示する機能を，マルチウインドウと
いいます。ウインドウ数は最大16個まで設定できます。表示例は，次ページの「パノラマ
表示」の項を参照してください。
パノラマ表示と合わせて使用すると，複数あるウインドウのどの位置のヒストグラムを表
示/設定しているかが，一見してわかります。
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パノラマ表示 ≡操作説明は7.3項≡
ハードウエアヒストグラムモードのとき，ウインドウの上部にパノラマ表示ができます。
測定した複数のヒストグラム全体を表示します。また，パノラマ表示では，どのヒストグ
ラムをウインドウに表示しているかを「▲▲マーク」で示します。

X軸中心値�
(中心の区間代表値)

X軸左右割り振り値�
(スパン：この例の場合40ns)

X軸右端値�
(X軸中心値からの�
正方向の変位)

X軸左端値�
(X軸中心値からの�
負方向の変位)

Y軸最大値�

Y軸�
(度数)

パノラマ表示�

ウインドウ1 ウインドウ2 ウインドウ3 ウインドウ4

ウインドウ�
(この例では�
ウインドウ1�
を表示)

パノラマ表示�
の左端値�

パノラマ表示�
の右端値�

▲▲マーク�

X軸(時間)

ヒストグラム加算 ≡操作説明は7.4項≡
マルチウインドウで設定した全ウインドウのヒストグラムを加算して，1つのウインドウ
に表示できます。各ヒストグラムのX軸中心値にあるビンの度数を加算し，それを中心に
して正負両方向の各ビンの度数を加算します。各ヒストグラム相互のデータ分布を比較し
たり，全ヒストグラム一括の統計演算などができます。

+ =

ウインドウ1の�
ヒストグラム�

ウインドウ2の�
ヒストグラム�

ヒストグラムの加算結果�

タイムバリエーション表示 ≡操作説明は7.5項≡
タイムスタンプモードのときは，データとして測定値とタイムスタンプをアクイジション
メモリに取り込んでいます。タイムバリエーション表示は，この時系列データを元に，
アーミングからの経過時間に対する測定値の変化を表示できます。

X軸最大値(X軸最小値からの正方向の変位)�
(スパン：この例の場合400µs)

X軸最小値�

X軸(経過時間)

Y軸中心値�

Y軸上下割り振り値�
(スパン：この例の場合20ns)

(Y軸中心値からの負方向の変位)

(Y軸中心値からの正方向の変位)

Y軸�
(測定値)

1.6　測定/演算結果の表示
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リスト表示 ≡操作説明は7.6項≡
測定データの一覧表を表示します。一覧表の先頭データ/最終データへのジャンプ機能や，
データの順番号を指定しての移動/表示ができます。サンプリングモードによって次のよ
うな表示になります。

●タイムスタンプモードのとき

「ゲート」(1.5項参照)で設定したイベント数/時間の範囲で，タイムスタンプとそのとき
の測定値を一覧表示します。

タイムスタンプ� 測定値�

反転表示しているデータ�
の順番号をここに表示�

データの順番�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10

●ハードウエアヒストグラムモードのとき

ヒストグラム表示のX軸スパンの範囲で，測定値(ヒストグラムの区間代表値)のその度数
を一覧表示します。

区間代表値� 度数�

反転表示しているデータ�
の順番号をここに表示�

データの順番�
74�
75�
76�
77�
78�
79�
80�
81�
82�
83

スタティスティクス(統計値)表示　≡操作説明は7.7項，7.8項≡
統計演算結果の一覧表を表示します。統計演算の項目/演算/領域は「1.4　演算」を参照
してください。サンプリングモードによって次のような表示になります。

●タイムスタンプモードのとき

ジッタ1σ/T，ジッタ2MELEは演算/表示しません。

統計演算の項目�統計値� 統計演算の領域�
(この例の場合，ウインドウ全領域�
で演算。X1/X2マーカーの領域の�
場合は「MARKER」を表示。)

ジッタ1/ジッタ2は演算しない。�

1.6　測定/演算結果の表示
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●ハードウエアヒストグラムモードのとき

一覧表の下に，標準偏差σのバーグラフを追加表示します。バーグラフのレンジ(最大値)
の選択ができます。

統計演算の項目�統計値� 統計演算の領域�
(この例の場合，X1/X2マーカーの�
領域で演算。ウインドウ全領域の�
場合は「WINDOW」を表示。)

標準偏差σをバーグラフで表示�

バーグラフのレンジ(最大値)

●ヒストグラム表示をしているときの，スタティスティクス表示

ヒストグラム表示をしているときでも，統計演算の領域と統計演算の項目(2項目)を表示し
ています。また，表示する統計演算の項目を選択することもできます。

・タイムスタンプモードのとき

表示する統計演算の項目を選択�
(左下のSTATタッチキーを押すと，このメニューを表示。)

統計演算の領域(この例の場合，ウインドウ全領域で�
演算。X1/X2マーカーの領域の場合は「MARKER」を表示。)

選択された統計演算の項目�

・ハードウエアヒストグラムモードのとき

表示する統計演算の項目を選択�
(左下のSTATタッチキーを押すと，このメニューを表示。)

統計演算の領域(この例の場合，X1/X2マーカーの領域で�
演算。ウインドウ全領域の場合は「WINDOW」を表示。)

選択された統計演算の項目�

＊「タッチキー」は液晶ディスプレイに表示される操作キーで，指で触れると設定操作が
できます。

1.6　測定/演算結果の表示
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1.7 その他の機能

リアパネルの外部信号入出力　≡操作説明は10.2項，10.3項≡
外部との信号のやりとりをするための入出力端子(BNC)が，リアパネルに用意されていま
す。端子の位置は「2.2　リアパネル」を参照してください。

●リファレンス入力

本機器は，測定するための基準クロックを内蔵していますが，REFERENCE IN端子に
10MHzの外部信号を入力して，基準クロックにすることができます。

●リファレンス出力

内蔵の基準クロック信号，または外部から入力した基準クロック信号を，10MHzのバン
ドパスフィルタを通過させたあと，REFERENCE OUT端子から外部に出力できます。

●モニタ出力

測定入力端子に入力された信号を，そのまま外部に出力できます。プローブの位相補正を
するときの波形確認などに利用できます。

●外部アーミング入力/インヒビット入力

外部の信号で，本機器の測定機能をコントロールするための信号です。外部アーミングま
たはインヒビット入力信号の機能については，「1.5　測定入力信号の取り込み条件」を
参照してください。

通信　≡別冊の「GB-IBインタフェースユーザーズマニュアル」(IM704210-12J)をご覧ください。≡
GP-IBインタフェースを標準装備しています。測定データをパーソナルコンピュータに出
力して解析したり，外部コントローラで本機器をコントロールすることができます。

設定情報のストア/リコール　≡操作説明は第8章≡
内蔵の不揮発性メモリに，最大10種類の設定情報をストアできます。またストアした設定
情報をリコールして，本機器の設定ができます。一度設定した内容を繰り返し使用すると
きに便利です。

フロッピーディスクへのデータのセーブ/ロード　≡操作説明は第9章≡
フロッピーディスク(FD)ドライブを標準装備しています。設定情報や測定データを保存
(セーブ)し，必要なときに読み込む(ロード)ことができます。また，画面イメージデータ
をTIFF形式でセーブできます。DTPソフトで作成した書類に，その画面イメージデータを
貼り付けて(割り付けて)レポートを作成することができます。

設定情報のオートロード　≡操作説明は9.3項≡
設定情報をセーブしたフロッピーディスクをディスクドライブにセットし，電源をONに
すると，セーブされていた設定情報が自動的にロードされます。設定情報の復元に便利で
す。

プロッタ出力 ≡操作説明は10.1項≡
GP-IBインタフェースを介して，測定データを外部プロッタで印字できます。

設定の初期化 ≡操作説明は10.4項≡
各設定を工場出荷時の状態(初期状態)に戻すことができます。

キャリブレーション ≡操作説明は10.5項≡
内蔵の校正信号で，入力アンプのオフセット電圧，および時間/電圧変換回路の変換係数
などの校正ができます。



1-17IM 704210-01J

�１�

機
能
説
明

数値設定 ≡操作説明は4.2項≡
設定操作でタッチキーの横に小さいテンキーのアイコンが表示されるとき，KEYBOARD
キーを押して，テンキーを表示し数値を設定することができます。多くの桁数の数値を設
定するときに便利です。ロータリノブの小さなアイコンがあるときは，ロータリノブで設
定することもできます。

テンキーの小さなアイコン�

ロータリノブの小さなアイコン�

コントラスト ≡操作説明は10.6項≡
液晶ディスプレイのコントラストを調整できます。本機器ご使用の環境に合わせて，調整
してください。

操作音 ≡操作説明は10.7項≡
タッチキーを押した(触れた)ときやエラーが発生したときなどに，ビープ音が鳴ります。
ビープ音を消音することもできます。

エラーロギング ≡操作説明は11.3項≡
測定データのオーバーフローなどのデータエラーや通信関連のエラーなどが発生すると，
! マークを画面右上部に表示します。このときのメッセージはエラーログウインドウに記
録され，あとでまとめて見ることができます。

セルフテスト ≡操作説明は11.4項≡
故障かな？と思われたとき，ご連絡いただく前に自己診断ができます。メモリ/ボード/
キー/表示などのチェックができます。

1.7　その他の機能
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2.1 フロントパネル

100ps  resolution  14MS/s
TIME   INTERVAL   ANALYZER

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

POWER

SINGLE START   STOP

KEY
BOARD COPY LOCAL

REMOTE

CH A CH B

50Ω≦5Vrms
1MΩ≦40Vpk

トップメニューキー�
キーを押して，各トップメニューを表示�
・MODEキー�
　サンプリングモードの選択画面を表示→5.1項�
�
・FUNCTIONキー�
　測定ファンクション，入力チャネル，スロープの選択画面を表示→第5章�
�
・DISPLAYキー�
　表示形式，ウインドウ軸，マーカー，カルキュレーションの設定/選択画面表示→第7章�
�
・SAMPLEキー�
　ゲート，サンプルサイズ，サンプリング周期，アーミング，インヒビットの設定/選択画面を表示→6.2項，6.3項，6.4項�
�
・INPUTキー�
　入力カップリング，入力インピーダンス，トリガモード，トリガレベルの設定/選択画面を表示→6.1項�
�
・UTILITYキー�
　設定の初期化，内蔵メモリへのストア/リコール，コンフィグ(通信/コントラスト/日付時刻/操作音)，セルフテスト，�
　フロッピーディスクへのセーブ/ロード，基準クロック，キャリブレーション，フロッピーディスクの初期化の設定/選択�
　画面，およびエラーロギングウインドウ，バージョン(ROMバージョン)No.を表示→3.7項，第8,9,10章，11.3項～11.5項�

液晶ディスプレイ�
(タッチスクリーン)

ロータリノブ�
数値の設定，マーカーの移動，ファイルの�
選択など→4.2項，第7,9章�

矢印キー�
数値設定時の桁移動，�
バックスペース(　 キー)�
→4.2項�
SINGLEキー�
1回だけ測定→4.1項�

START/STOPキー�
繰り返し測定の開始/停止�
→4.1項�

LOCALキー�
通信によるリモート状態�
の解除(上のREMOTEイン�
ジケータ点灯時はリモート�
状態)→別冊のGP-IBイン�
タフェースユーザーズマ�
ニュアル(IM704210-12J)
COPYキー�
画面イメージデータを�
フロッピーディスクに�
オートロード/�
外部プロッタに出力�
→9.6項，10.1項�
KEYBOARDキー�
テンキーを表示(タッチキ�
ーの左にテンキーマーク�
を表示しているときだけ)�
→4.2項�

測定インジケータ�
測定データ取り込み中�
に点灯�

CHA/CHB入力インジケータ�
測定入力信号が入っていて，トリガが�
かかっているときに点滅�

CHA/CHB測定入力端子�
測定入力信号のケーブルを接続→3.5項�

イジェクトボタン�
フロッピーディスク�
の取り出し→9.1項�

フロッピーディスク�
ドライブ�

アクセスインジケータ�
ドライブ動作時に点滅�

電源スイッチ�
→3.4項�

タッチキー�
　で囲まれた部分を�
指で押して設定�
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2.2 リアパネル

GP-IB（IEEE488）

REF
ADJUST

IN OUT
REFERENCE

CH A CH B
MONITOR   OUT

IN IN
EXT   ARM INHIBIT

（TTL）（TTL）（50   ）（50   ）10MHz  1Vp-p 10MHz  1Vp-p

CIRCUIT
BREAKER

250V   AC   3A

100 - 240V    AC
125VA   MAX     50/60HzWARNING 警告�

安全にご使用していただくために，取り扱い説明�
書に記載の注意事項を必ずお守り下さい。�
�
�

It  is  dangerous  to  operate this  instrument 
outside  its environmental  specifications.
Refer  to  manual.

基準クロック周波数の調整穴�
タイムベースの調整→11.5項�

リファレンス入力端子�
外部基準クロックの入力→10.2項�

リファレンス出力端子�
基準クロックの出力→10.2項�

CHA/CHBモニタ出力端子�
測定入力信号の出力→10.3項�
� 外部アーミング入力端子(外部ゲート入力端子兼用)�

→6.2項，6.3項�

インヒビット入力端子�
→6.4項�

サーキットブレーカ�
リセット方法→11.7項�

電源コネクタ�
電源の接続→3.3項�

形名銘板�
梱包内容を確認してください�
→2ページ�

排気口�
注意銘板�
本機器を安全にご使用いただくために→4ページ�
使用上の注意→3.1項�

GP-IBコネクタ�
通信の接続→別冊のGP-IBインタフェースユーザーズマニュアル(IM704210-12J)
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3.1　使用上の注意

安全にご使用いただくための注意
●初めてご使用になるときは，必ず4ページに記載の「本機器を安全にご使用いただくた
めに」をお読みください。

●ケースを外さないでください。内部には高電圧部があり大変危険です。内部の点検およ
び調整は，裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)にお申しつけください。

●本機器から煙が出ていたり，変な臭いがするなど異常な状態のときは，直ちに電源ス
イッチをOFFにし，電源コードをコンセントから抜いてください。異常な状態になった
ときは，裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡ください。

●次のエラーメッセージを表示したときは，直ちに電源スイッチをOFFにしてください。
冷却ファンが停止しています。リアパネルから冷却ファンに異物が挟まっていないか確
認し，あれば取り除いてください。もう一度電源スイッチをONしたときに，同じよう
にエラーメッセージが表示されたときは，故障と思われます。そのときは，裏表紙に記
載の横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡ください。

●電源コードの上に物を載せたり，電源コードが発熱物に触れないように注意してくださ
い。また，電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは，コードを引っ張
らずに必ずプラグを持って引き抜いてください。コードが傷んだらお買い求め先にご連
絡ください。ご注文の際に必要な電源コードの部品番号は，2ページをご覧ください。

取り扱い上の一般的注意
●本機器の上に水の入った容器などを置かないでください。故障の原因になります。
●衝撃や振動を与えないでください。故障の原因になります。内蔵のフロッピーディスク
ドライブが振動や衝撃に弱い装置であるため，特にご注意ください。また，信号入出力
端子や接続ケーブルに衝撃を与えると，電気的なノイズに変換されて信号が入出力され
ることがあります。

●帯電したものを信号入出力端子に近づけないでください。故障の原因になります。
●長時間使用しないときは，電源コードをコンセントから抜いておいてください。
●持ち運ぶときは，まず電源コードと接続ケーブルを外してください。本機器は約5kgあ
ります。持ち運ぶときは下図のように取っ手を持って，慎重に移動させてください。

●液晶ディスプレイ(タッチスクリーン)を先の尖ったもので押さないでください。故障の
原因になります。

●ケースや操作パネルの汚れを取るときは，電源コードをコンセントから抜いてから，柔
らかくきれいな布で外面を軽く拭いてください。ベンジンやシンナーなどの薬品を使用
しないでください。変色や変形の原因になります。
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3.2　本機器を設置する

警　　告
火災防止のため，背面を下にして置かないでください。背面には冷却ファンの排気
口があります。背面を下にして置くと，故障時に火災を引き起こす恐れがありま
す。やむを得ず，このような姿勢で使用する場合は，本体の下に金属板(または難
燃グレードUL94V-1以上の難燃性のバリア)を敷いて使用してください。

設置条件
次の条件に合う場所に設置してください。

●周囲温度および周囲湿度

次の環境下で使用してください。
・周囲温度：5～40℃
ただし，精度のよい測定をしたいときは，23±2℃で使用してください。

・周囲湿度：20～80％RH
ただし，結露のない状態で使用してください。また，精度のよい測定をしたいときは，
50±10％RHで使用してください。

Note
温度，湿度の低い場所から高い場所に移動したり，急激な温度変化があると，結露することがあり
ます。このようなときは，周囲の環境に1時間以上慣らしてから使用してください。

●風通しのよい場所

本機器の上面および下面には通風孔，背面には冷却ファンの排気口があります。内部の温
度上昇を防ぐため，下図に従って周囲に十分なスペースをとり，これらの通風孔および排
気口をふさがないようにしてください。

10cm�
以上�
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●次のような場所には設置しないでください

・直射日光の当たる場所や熱発生源の近く
・油煙，湯気，ほこり，腐食性ガスなどの多い場所
・強電磁界発生源の近く
・高電圧機器や動力線の近く
・機械的振動の多い場所
・不安定な場所

設置姿勢
水平に設置するか，水平な場所に下図のようにスタンドを使って傾斜させて設置してくだ
さい。
スタンドを使用するときは，本体底面に対して垂直になるまで手前に引いてロックさせま
す。滑りやすい所に設置するときは，滑り防止のために，付属品の後ろ脚用ゴム(2個)を後
ろ脚に取り付けてください。
スタンドを使用しないときは，左右のスタンド脚部を内側に押しながら，元の位置に戻し
てください。

ラックマウント
ラックマウント用キットを販売品として用意しています。
取り付け要領は，ラックマウント用キットに付属の取扱説明書をご覧ください。

品名 形名 記事
ラックマウント用キット 751533-E3 EIA単装用
ラックマウント用キット 751534-E3 EIA連装用
ラックマウント用キット 751533-J3 JIS単装用
ラックマウント用キット 751534-J3 JIS連装用

3.2　本機器を設置する
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3.3　電源を接続する

電源を接続する前に
電源を接続する前に，次の警告をお守りください。感電の危険や機器を損傷する恐れがあ
ります。

警　　告
●供給側の電圧が本機器の定格電源電圧に合っていることを確認してから，電源コー
ドを接続してください。

●本機器の電源スイッチがOFFになっていることを確認してから，電源コードを接続
してください。

●感電や火災防止のため，電源コードおよび3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使
用可)は，必ず当社が供給したものをご使用ください。

●感電防止のため必ず保護接地をしてください。本機器の電源コードは保護接地端子
のある3極電源コンセントに接続してください。やむを得ず，2極電源コンセント
に接続するときは，付属の3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使用可)を使用し
て，電源コンセントの保護接地端子に変換アダプタの接地線を確実に接続してくだ
さい。

●保護接地線のない延長用コードを使用しないでください。保護動作が無効になりま
す。

接続方法
1. フロントパネルの電源スイッチがOFFであることを確認します。
2. リアパネルの電源コネクタに，付属品の電源コードのプラグを接続します。
3. 下記の条件を満たす電源コンセントに，電源コードのもう一方のプラグを接続しま

す。電源コンセントは保護接地端子を備えた3極コンセントを使用してください。や
むを得ず2極コンセントを使用するときは，付属品の3極-2極変換アダプタ(日本国内
でのみ使用可)を使用して，アダプタから出ている緑色のアース線を必ず電源コンセン
トの保護接地端子に接続してください。

定格電源電圧：100～240VAC
電源電圧変動許容範囲：90～264VAC
定格電源周波数：50/60Hz
電源周波数許容範囲：48～63Hz
最大消費電力：125VA

　

3極コンセント�

電源コード�
（付属品）�3極-2極変換�

アダプタ�
（付属品）�

保護接地�
端子�
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3.4　電源スイッチをON/OFFする

電源をONにする前に確認すること
・本機器が正しく設置されているか→「3.2　本機器を設置する」
・電源コードが正しく接続されているか→「3.3　電源を接続する」

電源スイッチの位置とON/OFF操作
フロントパネルの左下にあります。プッシュボタン式で，一度押すと「ON」になり，も
う一度押すと「OFF」になります。

OFF ON

電源ON時の動作
電源スイッチをONにすると，次の初期動作をします。この間は，フロントパネルキーの
操作は無効です。終了すると表示形式画面(DISPLAYキーを押して表示される画面)になり
ます。
・ROM Check：ROMのチェック
・DRAM Check：DRAMのチェック
・Backup Check：キャリブレーションデータのチェック

Note
電源をONにしても上記の動作をしないときは，電源スイッチをOFFにしてから，次のことを確認
してください。
・電源コードが確実に接続されているか
・電源コンセントに正しい電圧が来ているか→3.3項をご覧ください。
・サーキットブレーカがOFFになっていないか→11.7項をご覧ください。
確認後に電源スイッチをONにしても変わらない場合は，故障と思われます。裏表紙に記載の横河
エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申しつけください。

精度のよい測定をするには
3.2項に示す設置条件で，電源スイッチをONにしてから，30分以上ウォーミングアップさ
せてから測定を開始してください。

電源OFF時の動作
電源をOFFにしても，設定情報は記憶保持されますが，測定データは記憶保持されませ
ん。必要なデータはフロッピーディスクにセーブしてください。

Note
記憶保持するために使用しているリチウムバッテリの寿命は，周囲温度23℃の環境下で，約10年
です。寿命がくると，日付/時刻が狂ったり，測定データの保存/呼び出しができなくなるなど正常
に動作しなくなります。このような症状が現れたときは，「11.4　セルフテストをする」を実施し
てください。セルフテストで「LOW BATTERY」の警告メッセージが表示されたら，速やかにリ
チウムバッテリを交換する必要があります。バッテリの交換は，お客様ではできません。裏表紙に
記載の横河エンジニアリングサービス(株)までお申しつけください。
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3.5 ケーブル/プローブを接続する

測定入力端子の位置
フロントパネルの下部にあります。BNCコネクタが付いたケーブルまたはプローブを接続
してください。

CH A CH B

50Ω≦5Vrms
1MΩ≦40Vpk

測定入力の仕様
コネクタ形式：BNC
チャネル数：2
入力インピーダンス：50Ω/1MΩ，20pF(Typical値*)
最大入力電圧
・入力インピーダンス50Ωのとき：5Vrms

・入力インピーダンス1MΩのとき：
・DC≦入力周波数≦100kHzで，40V(DC＋ACpeak)
・100kHz≦入力周波数≦100MHzで，{3.5/f＋5}V(DC＋ACpeak)，fはMHz単位の周波
数

グランド：ケースグランドに接続

＊Typical値は，代表値または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

注　　意
本機器の入力端子に，最大入力電圧を超える電圧を加えないでください。入力部が
損傷する恐れがあります。

Note
プローブを初めて接続するときは，「3.6　プローブを校正する(位相補正をする)」に従って，プ
ローブの位相補正をしてください。補正をしないと，周波数に対して利得が一定にならず正しい測
定ができません。この補正はチャネルごとにしてください。
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3.6 プローブを校正する(位相補正をする)

準備する機器
次の機器を準備します。

●校正用信号

・発生周波数：1kHz
・発生電圧(波形振幅)：1VP-P

・波形形状：方形波
・出力インピーダンス：1MΩ
・推奨信号：ディジタルオシロスコープDL1540(横河電機(株)製)のCAL信号

●波形モニタ

・周波数特性：DC～100MHz(－3dB減衰点)
・入力カップリング：DC
・入力インピーダンス：50Ω終端器を，波形モニタの入力端子に接続
・推奨機器：ディジタルオシロスコープDL1540(横河電機(株)製)＋50Ω終端器(横河電機
(株)製700976)

以下に，推奨信号/機器を使用した場合の接続作業/操作を説明します。

機器の接続

注　　意
●本機器の入力端子に，最大入力電圧を超える電圧を加えないでください。入力部が
損傷する恐れがあります。

●DL1540のCAL信号出力端子または本機器のモニタ出力端子をショートしたり，端
子に外部から電圧を加えないでください。内部回路が損傷する恐れがあります。

本機器/DL1540の各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，図のように接続
してください。
1. BNCケーブルで，本機器のリアパネルのモニタ出力端子(CHA/CHB用のそれぞれ)

と，DL1540の測定入力端子を接続します。
2. 位相補正しようとするプローブのBNC側を本機器の測定入力端子に接続します。
3. プローブのもう一方のプローブ先端をDL1540のCAL信号出力端子に，グランド線を

機能接地端子に接続します。

機能接地端子�

CAL信号出力端子�

BNC ケーブル�モニタ出力端子�

本機器�

測定入力端子�

50Ω終端器�

DL1540

位相調整穴�
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操　　作操　　作� 1. 本機器/DL1540の各機器の電源をONにします。
2. DL1540の波形の取り込み条件を設定して，2周期程度の波形全体が大きく見えるよ

うにします。設定方法は，DL1540のユーザーズマニュアルをご覧ください。
3. プローブの位相調整用穴にドライバを差し込み，可変コンデンサを回して波形モニタ

の表示波形を正しい方形波(解説参照)にします。

解　　説解　　説� ●プローブの位相補正の必要性

プローブの入力容量が適合範囲内にないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい
波形を本機器の測定回路に入力できません。しかし，個々のプローブの入力容量は必ずし
も同じではありません。このため，プローブには可変コンデンサ(トリマ)が付いていて，
これを調整できます。この調整を位相補正といいます。
初めて使用するプローブは，必ず位相補正の操作をしてください。適合入力容量は，本機
器のチャネルごとに異なるので，接続するチャネルを変えるときにもこの補正をする必要
があります。

●校正用信号

波形形状：方形波
周波数：1kHz
電圧：1VP-P

●プローブの位相補正による波形の違い

正しい波形� 過補償(高周波数領域の�
利得が上がっている)

補償不足(高周波数領域の�
利得が下がっている)

3.6　プローブを校正する(位相補正をする)
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3.7 日付と時刻を設定する

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

コンフィグメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. CONFIGタッチキーを押して，コンフィグメニューを表示します。

●日付/時刻メニューを選択する

3. DATE/TIMEタッチキーを押して，日付/時刻メニューを表示します。

●日付を設定する

4. DATEタッチキーを押して，DATEの表示を反転します。
5. ロータリノブと矢印キーで，日付を設定します。

●時刻を設定する

6. TIMEタッチキーを押して，TIMEの表示を反転します。
7. ロータリノブと矢印キーで，時刻を設定します。

●設定内容を確定する

8. EXECタッチキーを押して，設定した日付/時刻に確定します。

コンフィグメニュー� 日付/時刻メニュー�

日付/時刻�
メニューの表示�
�

日付の設定�

時刻の設定�

設定内容の確定�
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3.7　日付と時刻を設定する

解　　説解　　説� ●日付の設定

年/月/日の順に設定します。
・年
西暦下2桁を設定します。1999年は「99」，2000年は「00」，2001年は「01」･･･
を設定します。

・月
設定範囲：01～12

・日
設定範囲：01～31

●時刻の設定

時：分の順に設定します。
・時
設定範囲：00～23

・分
設定範囲：00～59

秒の設定/表示はできません。EXECタッチキーを押した時点を00秒とします。

●日付/時刻の表示位置

画面上部に表示します。

MODE

日付/時刻の表示�
 (この例では「1996年7月4日　4時31分」を�
 表示しています。)
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4.1 測定入力信号の取り込みをスタート/ストップする

操　　作操　　作�

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

SINGLE START   STOP

KEY
BOARD COPY LOCAL

測定インジケータ�

●連続測定をするとき

・測定を開始する

STARTキーを押して，測定をスタートします。測定インジケータが点灯します。

・測定を停止する

STOPキーを押して，測定をストップします。測定インジケータが消灯します。

●1回だけ測定をするとき

SINGLEキーを押します。1回測定すると自動的に測定をストップします。測定している間
だけ，測定インジケータが点灯し，測定が終了すると消灯します。

解　　説解　　説� ●連続測定

測定をスタートするとSTOPキーを押すまで，繰り返して測定をします。

●1回だけの測定

SINGLEキーを1回押すごとに測定をします。

Note
・1回の測定の単位を1ブロック(1.5項参照)といいます。
・STARTキー(またはSINGLEキー)を押して1ブロック分の測定が終了する前に，繰り返して
STARTキー(またはSINGLEキー)を押すと，最後のSTARTキー(またはSINGLEキー)を押した時
点からの測定データが，データ処理(表示/演算)されます。

・測定ブロックの途中でSTOPキーを押したときは，押した時点までの測定データを取り込んで，
測定をストップします。

・測定入力端子の上部にCHA/CHB入力インジケータがあります。このインジケータが点滅してい
ないときは，信号が入力されていない可能性があります。トリガレベルの設定(6.1項参照)が正し
いか，ケーブルの接続が正しいか，または信号が発生しているかどうかを確認してください。本
機器の測定入力端子に信号が正しく入力されているにも関わらず，CHA/CHB入力インジケータ
が点滅していないときは，故障と思われます。裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス
(株)に修理をお申し付けください。
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4.2 数値を設定する
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
数値入力メニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

SINGLE START   STOP

KEY
BOARD COPY LOCAL

●テンキーで数値を設定する

反転表示しているタッチキーの左横に，テンキーの小さなアイコンが表示されていると
き，テンキーでの数値設定ができます。
1. KEYBOARDキーを押して，テンキーを表示します。
2. テンキーを押して数値を設定します。
3. 設定した数値を修正するときは，左向きの矢印＜キーを押します。1回押すごとに1桁

ずつ数値を消去しながら，カーソルが左に移動します。
4. 修正する数値まで消去したあと，設定しようとする数値のテンキーを押します。
5. 数値を設定したあと，テンキー内に表示されている単位/リターンタッチキー(下図参

照)を押します。テンキーが消え数値が確定します。

●ロータリノブで数値を設定する

反転表示しているタッチキーが数値を設定する項目で，その左横にロータリノブの小さな
アイコンが表示されているとき，ロータリノブでの数値設定ができます。
6. 矢印キーを押して，設定する桁にカーソルを移動します。
7. ロータリノブを回して，設定しようとする数値にします。この時点で数値が確定しま

す。
8. 修正するときは操作6，7を繰り返します。

　　

この例では「X軸中心値」を設定する例を示します。�

カーソル位置の(カーソルがある)桁の数値は，反転していません。�

カーソルは，矢印キーで左右に移動できます。�
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解　　説解　　説� ●テンキーでの数値設定

・テンキーには次の6種類があります。数値を設定する項目によって表示されるテンキー
が異なります。

・ キーを押す前に，他のキー(タッチキー，KEYBOARDキー，右向
きの矢印＞キーを含む)を押したり，ロータリノブを回すと，設定しようとしていた数値
は確定されず，元の状態になります。

Note
・各項目の分解能以上の数値を設定しようとしても，切り捨てをして設定されます。
・各項目の最大設定値を超える数値を設定しようとすると最大設定値が，最小設定値を下回る数値
を設定しようとすると最小設定値が，それぞれ設定されます。

●ロータリノブでの数値設定

・ロータリノブで設定できるのは数値だけです。テンキーのように単位の設定はできませ
ん。

・ロータリノブで，カーソル位置の桁の数値を大きくしていくと桁上がりをします。小さ
くしていくと反対の設定動作をします。

Note
設定した数値を初期値(工場出荷時の値)に戻すことができます。詳細は10.4項を参照してくださ
い。ただし，すべての設定値を初期値に戻してしまうので，注意してください。

4.2　数値を設定する
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5.1 サンプリングモードを設定する
≡機能説明は1.2項≡

操　　作操　　作�
MODEトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

タイムスタンプモードの選択�

ハードウエアヒストグラムモードの選択�

1. MODEキーを押して，MODEトップメニューを表示します。

●タイムスタンプモードを選択するとき

2. TIMESTAMPタッチキーを押して，TIMESTAMPの表示を反転します。

●ハードウエアヒストグラムモードを選択するとき

3. 操作1に続いて，HARDWAREHISTタッチキーを押して，HARDWAREHISTの表示を
反転します。

解　　説解　　説� ●サンプリングモードの選択

次の中から選択します。
・タイムスタンプモード：測定値と測定した時刻(タイムスタンプ)をアクイジションメモ
リに取り込みます。

・ハードウエアヒストグラムモード：測定値と測定値の度数をアクイジションメモリに取
り込みます。

タイムスタンプモードのときは「T.STMP」を表示し，�
ハードウエアヒストグラムモードのときは「H.HIST」�
を表示します。�
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5.2 周期測定を設定する
≡機能説明は1.3項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
FUNCTIONトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

測定ファンクションメニューの表示�

測定するチャネルの選択�

スロープの選択�

1. FUNCTIONキーを押して，FUNCTIONトップメニューを表示します。

●周期測定を選択する

2. FUNCタッチキーを押して，測定ファンクションメニューを表示します。
3. PERIODタッチキーを押して，周期測定を選択します。PERIODタッチキーを押した

とき，FUNCTIONトップメニューに戻ります。

●測定するチャネルを選択する

4. CHA/CHBタッチキーを押して，CHA/CHBタッチキー内のCHAまたはCHBのどちら
かの表示を反転します。反転表示しているチャネルが選択されています。

●スロープを選択する

5. SLOPEタッチキーを押して，SLOPEの表示を反転します。
6 ロータリノブで，スロープを選択します。

測定ファンクションメニュー�

周期測定の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
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解　　説解　　説� ●測定範囲

サンプリングモードによって異なります。
・タイムスタンプモードのとき：30ns～100ms
・ハードウエアヒストグラムモードのとき：30ns～3.2μs

●測定するチャネルの選択

CHAまたはCHBのどちらかを選択します。

●スロープの選択

次の中から選択します。
・ ：測定入力信号の立ち上がりから，次の立ち上がりまでを測定します。
・ ：測定入力信号の立ち下がりから，次の立ち下がりまでを測定します。

5.2　周期測定を設定する
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5.3 タイムインターバル測定を設定する
≡機能説明は1.3項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
FUNCTIONトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

測定ファンクションメニューの表示�

パターンの選択�

スロープの選択�

1. FUNCTIONキーを押して，FUNCTIONトップメニューを表示します。

●タイムインターバル測定を選択する

2. FUNCタッチキーを押して，測定ファンクションメニューを表示します。
3. TIMEINTERVALタッチキーを押して，タイムインターバル測定を選択します。

TIMEINTERVALタッチキーを押したとき，FUNCTIONトップメニューに戻ります。

●パターンを選択する

4. CHA-B/CHA-B-Aタッチキーを押して，CHA-B/CHA-B-Aタッチキー内のCHA-Bま
たはCHA-B-Aのどちらかの表示を反転します。反転表示しているパターンが選択され
ています。

●スロープを選択する

5. SLOPEタッチキーを押して，SLOPEの表示を反転します。
6 ロータリノブで，スロープを選択します。

測定ファンクションメニュー�

タイムインターバル測定の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
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解　　説解　　説� ●測定範囲

サンプリングモードとパターンによって異なります。
・タイムスタンプモードのときで，
・CHA-Bパターンのとき：5ns～100ms
・CHA-B-Aパターンのとき：AtoBは30ns～100ms，BtoAは30ns～100ms

・ハードウエアヒストグラムモードのときで，
・CHA-Bパターンのとき：5ns～3.2μs
・CHA-B-Aパターンのとき：AtoBは30ns～3.2μs，BtoAは30ns～3.2μs

●パターンの選択

次の中から選択します。
・CHA-B：AtoBインターバルの測定をします。
・CHA-B-A：AtoBtoAインターバルの測定をします。AtoBの測定データとBtoAの測定
データの区別はできません。

●スロープの選択

パターンによって異なります。
・CHA-Bパターンのとき，次の中から選択します。
・A B ：CHAの立ち上がりから，CHBの最初の立ち上がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち上がりから，CHBの最初の立ち下がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち下がりから，CHBの最初の立ち上がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち下がりから，CHBの最初の立ち下がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち上がりまたは立ち下がりから，CHBの最初の立ち上がりまでを
測定します。A B とA B の区別はできません。

・A B ：CHAの立ち上がりまたは立ち下がりから，CHBの最初の立ち下がりまでを
測定します。A B とA B の区別はできません。

Note
CHAの周期が71ns以上で，CHBのスロープのあとのCHAのスロープまでの時間が30ns以上のと
き，連続して測定できます。

測定�
t1

測定�
t2

 

 

CHA

CHB

71ns以上�

CHAの周期が71ns以上のとき，�
続けてt2を測定します。�

測定�
t1

 

 

CHA

CHB

CHAの周期が71ns未満のとき，�
t2の測定はせずt3を測定します。�

測定�
t3

A B の例�

71ns以上�

t2

30ns以上� 30ns以上�

・CHA-B-Aパターンのとき，次の中から選択します。
・A B A ：CHAの立ち上がりから，CHBの最初の立ち上がりまでと，CHBの立ち上が
りから，CHBの立ち上がりのあとのCHAの最初の立ち上がりまでを測定します。

・A B A ：CHAの立ち上がりから，CHBの最初の立ち下がりまでと，CHBの立ち下が
りから，CHBの立ち下がりのあとのCHAの最初の立ち上がりまでを測定します。

・A B A ：CHAの立ち下がりから，CHBの最初の立ち上がりまでと，CHBの立ち上が
りから，CHBの立ち上がりのあとのCHAの最初の立ち下がりまでを測定します。

・A B A ：CHAの立ち下がりから，CHBの最初の立ち下がりまでと，CHBの立ち下が
りから，CHBの立ち下がりのあとのCHAの最初の立ち下がりまでを測定します。

Note
CHAとCHBの間t1が71ns以上のとき，連続して測定できます。

測定�
t1

測定�
t2

 

 

CHA

CHB

71ns以上�

t1が71ns以上のとき，�
続けてt2を測定します。�

測定�
t1 t2

 

 

CHA

CHB

t1が71ns未満のとき，�
t2の測定はせずt3を測定します。�

測定�
t3

A B A の例�

5.3　タイムインターバル測定を設定する
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5.4 パルス幅測定を設定する
≡機能説明は1.3項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
FUNCTIONトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

測定ファンクションメニューの表示�

測定するチャネルの選択�

ポラリティの選択�

1. FUNCTIONキーを押して，FUNCTIONトップメニューを表示します。

●パルス幅測定を選択する

2. FUNCタッチキーを押して，測定ファンクションメニューを表示します。
3. PULSEWIDTHタッチキーを押して，パルス幅測定を選択します。PULSEWIDTH

タッチキーを押したとき，FUNCTIONトップメニューに戻ります。

●測定するチャネルを選択する

4. CHA/CHBタッチキーを押して，CHA/CHBタッチキー内のCHAまたはCHBのどちら
かの表示を反転します。反転表示しているチャネルが選択されています。

●ポラリティを選択する

5. POLARITYタッチキーを押して，POLARITYの表示を反転します。
6. ロータリノブで，ポラリティを選択します。

測定ファンクションメニュー�

パルス幅測定の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�



5-7IM 704210-01J

５�

サ
ン
プ
リ
ン
グ
モ
ー
ド
／
測
定
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン(

測
定
項
目)

を
設
定
す
る

5.4　パルス幅測定を設定する

解　　説解　　説� ●測定範囲

サンプリングモードによって異なります。
・タイムスタンプモードのとき：30ns～100ms
・ハードウエアヒストグラムモードのとき：30ns～3.2μs

●測定するチャネルの選択

CHAまたはCHBのどちらかを選択します。

●ポラリティ(極性)の選択

次の中から選択します。
・ ：ポジティブ側(立ち上がりから次の立ち下がりまで)を測定します。
・ ：ネガティブ側(立ち下がりから次の立ち上がりまで)を測定します。
・ ：ポジティブ側とネガティブ側の測定を同時にします。ヒストグラム表示のカル
キュレーションメニューで， と の測定データを区別して表示することもできま
す。

・22T：連続した数周期の合計PWが，22T－0.5T≦PW≦22T＋0.5Tの範囲に入ってい
るとき，その時間を測定します。上記の範囲外のときは測定しません。この測定はタイ
ムスタンプモードのときだけ選択できます。「T」は7.7項で設定した定数Tが適用され
ます。

 

測定� 測定� 測定� 測定�

測定� 測定�測定� 測定�

22T 22T±0.5Tの時間�
範囲のとき測定�        

22T±0.5Tの時間�
範囲から外れてい�
るとき非測定�

22T±0.5Tの時間�
範囲のとき測定�
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5.5 位相差測定を設定する
≡機能説明は1.3項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
FUNCTIONトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

測定ファンクションメニューの表示�

CHA-B固定�

スロープの選択�

1. FUNCTIONキーを押して，FUNCTIONトップメニューを表示します。

●位相差測定を選択する

2. FUNCタッチキーを押して，測定ファンクションメニューを表示します。
3. PHASEタッチキーを押して，位相差測定を選択します。PHASEタッチキーを押した

とき，FUNCTIONトップメニューに戻ります。

●スロープを選択する

4. SLOPEタッチキーを押して，SLOPEの表示を反転します。
5. ロータリノブで，スロープを選択します。

測定ファンクションメニュー�

位相差測定の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
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解　　説解　　説� ●測定範囲

次の範囲です。タイムスタンプモードのときだけ測定できます。
0～360deg

●スロープの選択

次の中から選択します。
・A B ：CHAの立ち上がりから，CHBの最初の立ち上がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち上がりから，CHBの最初の立ち下がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち下がりから，CHBの最初の立ち上がりまでを測定します。
・A B ：CHAの立ち下がりから，CHBの最初の立ち下がりまでを測定します。

測定tp1
測定t1 測定t2

 

 

CH A

CH B

チャネルAのスロープが立ち上がりで，�
チャネルBのスロープも立ち上がりのときの例�

測定tp2

A B

位相差1[deg]＝
tp1
t1

×360　　位相差2[deg]＝
tp2
t2

×360

Note
・ハードウエアヒストグラムモードでは設定できません。
・CHAのスロープ(立ち上がり/立ち下がり)から，そのあとのCHBの最初のスロープまでの時間が
71ns以上ないと正しく測定できません。

・CHBのスロープ(立ち上がり/立ち下がり)から，そのあとのCHAの最初のスロープまでの時間が
30ns以上ないと正しく測定できないことがあります。

・CHAの周期よりもCHBの立ち上がりが遅れる(t＜tp)ときは，正しく測定できません。

5.5　位相差測定を設定する
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5.6 デューティ比測定を設定する
≡機能説明は1.3項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。

FUNCTIONトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

測定ファンクションメニューの表示�

測定するチャネルの選択�

ポラリティの選択�

1. FUNCTIONキーを押して，FUNCTIONトップメニューを表示します。

●デューティ比測定を選択する

2. FUNCタッチキーを押して，測定ファンクションメニューを表示します。
3. DUTYタッチキーを押して，デューティ比測定を選択します。DUTYタッチキーを押

したとき，FUNCTIONトップメニューに戻ります。

●測定するチャネルを選択する

4. CHA/CHBのタッチキーを押して，CHA/CHBタッチキー内のCHAまたはCHBのどち
らかの表示を反転します。反転表示しているチャネルが選択されています。

●ポラリティを選択する

5. POLARITYタッチキーを押して，POLARITYの表示を反転します。
6. ロータリノブで，ポラリティを選択します。

測定ファンクションメニュー�

デューティ比測定の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
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解　　説解　　説� ●測定範囲

次の範囲です。タイムスタンプモードのときだけ測定できます。
0～99.999％

●測定するチャネルの選択

CHAまたはCHBのどちらかを選択します。

●ポラリティ(極性)の選択

次の中から選択します。
・ ：ポジティブ側(立ち上がりから次の立ち下がりまで)を測定します。
・ ：ネガティブ側(立ち下がりから次の立ち上がりまで)を測定します。

測定tp1
測定t1

測定tp2
測定t2

 CH A/
CH B

ポジティブ側の例�

デューティ比1[％]＝
tp1
t1

×100　　デューティ比2[％]＝
tp2
t2

×100 

Note
・ハードウエアヒストグラムモードでは設定できません。
・上図の例で，tp1が71ns以上でないと正しく測定できません。また，t1－tp1が30ns以上でない
ときは正しく測定できないことがあります。ポラリティがネガティブのときも同様です。

5.6　デューティ比測定を設定する
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6.1 入力カップリング/入力インピーダンス/トリガモー
ド/トリガレベルを設定する ≡機能説明は1.5項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
INPUTトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

CHAの入力条件メニューの表示�

CHBの入力条件メニューの表示�

1. INPUTキーを押して，INPUTトップメニューを表示します。

●設定するチャネルを選択する

2. CHAまたはCHBタッチキーを押して，設定しようとするチャネルを選択します。
CHAまたはCHBタッチキーを押したとき，入力条件メニューが表示されます。

●入力インピーダンスを選択する

3. IMPDタッチキーを押して，IMPDタッチキー内の50Ωまたは1MΩのどちらかの表示
を反転します。反転表示しているインピーダンスが選択されています。

●入力カップリングを選択する

4. COUPLINGタッチキーを押して，COUPLINGタッチキー内のACまたはDCのどちら
かの表示を反転します。反転表示しているカップリングが選択されています。

●トリガモードを選択する

5. TRIGGERタッチキーを押して，TRIGGERの表示を反転します。
6. ロータリノブで，トリガモードを選択します。

●トリガレベルを設定する(トリガモードがMANUALのときだけ)

7. ロータリノブまたはテンキーで，トリガレベルを設定します。

入力条件メニュー�

入力インピーダンスの選択�

入力カップリングの選択�

トリガモードの選択�

トリガレベルの設定�

(CHBのメニューも同じ項目を表示)
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解　　説解　　説� ●設定するチャネルの選択

CHA，CHBの入力条件は，別々に選択します。

●入力インピーダンスの選択

50Ωまたは1MΩのどちらかを選択します。入力カップリングがACのとき，入力インピー
ダンスによって周波数特性が異なります。詳細は12.1項を参照してください。

●入力カップリングの選択

ACまたはDCのどちらかを選択します。入力カップリングによって周波数特性が異なりま
す。詳細は12.1項を参照してください。

●トリガモードの選択

次の中から選択します。
・SGL.AUTO：シングルオートトリガを選択します。
・REP.AUTO：リピートオートトリガを選択します。
・MANUAL：マニュアルトリガを選択します。

●トリガレベルの設定(トリガモードがMANUALのときだけ)

設定範囲：－5V～＋5V

6.1　入力カップリング/入力インピーダンス/トリガモード/トリガレベルを設定する
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6.2 ゲート/サンプルサイズ/サンプリングインターバル
を設定する ≡機能説明は1.5項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
SAMPLEトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

タイムスタンプモードのときだけ表示�

1. SAMPLEキーを押して，SAMPLEトップメニューを表示します。

●ゲートの種類を選択する

2. GATEタッチキーを押して，GATEの表示を反転します。
3. ロータリノブで，ゲートの種類を選択します。

・イベント数を設定する(操作3で，ゲートの種類をイベントゲート(EVENT)にしたとき)

4. SIZEタッチキーを押して，SIZEの表示を反転します。
5. ロータリノブまたはテンキーで，イベント数を設定します。操作9に進みます。

・ゲート時間を設定する(操作3で，ゲートの種類をタイムゲート(TIME)にしたとき)

6. 操作3のあと，GATETIMEタッチキーを押して，GATETIMEの表示を反転します。
7. テンキーで，ゲート時間を設定します。操作9に進みます。

・ポラリティを選択する(操作3で，ゲートの種類を外部ゲート(EXTERNAL)にしたとき)

8. 操作3のあと，POLARITYタッチキーを押して，POLARITYタッチキー内の また
は のどちらかの表示を反転します。反転表示している極性が選択されています。
操作9に進みます。

●サンプリングインターバルを選択する

9. INTERVALタッチキーを押して，INTERVALの表示を反転します。
10. ロータリノブで，サンプリングインターバルを選択します。

イベントゲートメニュー�

イベント数の設定�

サンプリングイン�
ターバルの選択�
(タイムスタンプモードの�
ときだけ表示)

ゲートの選択�

タイムゲートメニュー�

ゲート時間の設定�

サンプリングイン�
ターバルの選択�
(タイムスタンプモードの�
ときだけ表示)

ゲートの選択�

外部ゲートメニュー�

ポラリティの選択�

サンプリングイン�
ターバルの選択�
(タイムスタンプモードの�
ときだけ表示)

ゲートの選択�
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解　　説解　　説� ●ゲートの種類の選択

次の中から選択します。
・EVENT：イベントゲートになります。
・TIME：タイムゲートになります。
・EXTERNAL：外部ゲートになります。外部ゲートの入力端子は外部アーミング入力端子
と兼用のため、外部ゲートを選択すると、アーミングの設定/外部アーミングの使用は
できません。

●「EXTERNAL」を選択するとき

リアパネルの「EXT ARM」の表示がある端子(外部アーミングと兼用)に，信号を入力し
ます。
・入力インピーダンス：10kΩ(Typical値＊)
・入力カップリング：DC
・トリガレベル：TTLレベル
・最大入力電圧：－8V～13V(DC＋ACpeak)
・最小入力パルス幅：30ns
・セットアップ時間：70ns(ゲートが有効になるには，測定信号より70ns以上先行するこ
と)
＊Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に補償するものではありません。

(外部アーミング�
入力端子)

外部ゲート(外部アーミングと兼用)入力回路�

IN
EXT   ARM

（TTL）

＋5V

10kΩ�
74LS14相当�

500Ω�

　 注　　意
上記の最大入力電圧を超える電圧を外部アーミング入力端子に加えると，本機器を
損傷する恐れがあります。

●イベント数の設定範囲

サンプリングモードによって異なります。イベントゲートのときだけ設定できます。
・タイムスタンプモードのときで，
・測定ファンクションが周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：1～32000
・測定ファンクションが位相差/デューティ比のとき：1～16000

・ハードウエアヒストグラムモードのとき：1～99999999

Note
サンプリングモードで設定したイベント数に達しないうちに，アーミングからの時間が320s(最長
サンプリング時間)経過すると，その時点で1ブロック分の測定は終了します。

●ゲート時間の設定範囲

次の範囲です。タイムゲートのときだけ設定できます。
1μs～10s

Note
・設定する値によって設定分解能が異なります。詳細は12.2項を参照してください。
・設定したゲート時間を経過しないうちに，1ブロックのイベント(サンプル)数が各サンプリング
モードの最大イベント数に達したとき，その時点で1ブロック分の測定は終了します。

6.2　ゲート/サンプルサイズ/サンプリングインターバルを設定する
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●極性の選択

次の中から選択します。外部ゲートのときだけ設定できます。
・ ：外部アーミング入力端子に，正極の信号が入力されている間だけ，測定をします。
・ ：外部アーミング入力端子に，負極の信号が入力されている間だけ，測定をします。

Note
外部ゲートが長時間，継続して開いていても，各サンプリングモードの最大イベント数に達したと
き，または最長サンプリング時間を経過したとき，その時点で1ブロック分の測定は終了します。

●サンプリングインターバルの設定

次の中から選択します。ハードウエアヒストグラムモードのときはMIN固定で，選択でき
ません。
MIN/1μs/2μs/4μs/10μs/20μs/40μs/100μs/200μs/400μs/1ms/2ms/4ms
MINは71nsです。

選択されているサンプリ�
ングインターバルの表示�

設定されているサンプルサイズ�
(イベントサイズ)の表示�

6.2　ゲート/サンプルサイズ/サンプリングインターバルを設定する
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6.3 アーミングソース/スロープ/ディレイを設定する
≡機能説明は1.5項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
SAMPLEトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

アーミングメニューの表示�
(ゲートの種類が外部ゲート�
のとき，このタッチキーの�
表示なし)

1. SAMPLEキーを押して，SAMPLEトップメニューを表示します。

●アーミングメニューを表示する

2. ARMINGタッチキーを押して，アーミングメニューを表示します。ゲートの種類が外
部ゲートのとき，アーミングメニューの表示はできません(ARMINGタッチキーが表示
されません)。

●アーミングソースを選択する

3. SOURCEタッチキーを押して，SOURCEの表示を反転します。
4. ロータリノブで，アーミングソースを選択します。

操作4で，外部アーミング(EXT)を選択したときは，以降の設定操作をします。オートアー
ミング(AUTO)を選択したときは，以降の設定操作はできません。

●スロープを選択する(外部アーミングのときだけ)

5. SLOPEタッチキーを押して，SLOPEタッチキー内の または のどちらかの表示を

反転します。反転表示しているスロープが選択されています。

●アーミングディレイの種類を選択する(外部アーミングのときだけ)

6. DELAYタッチキーを押して，DELAYの表示を反転します。
7. ロータリノブで，アーミングディレイの種類を選択します。

・ディレイ時間を設定する(操作7で，アーミングディレイの種類をTIMEにしたとき)

8. D.TIMEタッチキーを押して，D.TIMEの表示を反転します。
9. テンキーで，ディレイ時間を設定します。
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・イベント数を選択する(操作7で，アーミングディレイの種類をEVENTにしたとき)

10. 操作7のあと，D.EVENTタッチキーを押して，D.EVENTの表示を反転します。
11. ロータリノブで，イベント数を選択します。

オートアーミングメニュー�

アーミングソースの選択�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

外部アーミングメニュー�

ディレイ時間/イベント数の設定�

アーミングディレイの種類が�
　OFFのとき，表示なし�
　EVENTのとき，D.EVENTを表示�

アーミングソースの選択�

スロープの選択�

アーミングディレイの種類の選択�

解　　説解　　説� ●アーミングソースの選択

次の中から選択します。
・AUTO：オートアーミングを選択します。
・EXT：外部アーミングを選択します。

●「EXT」を選択するとき

リアパネルの「EXT ARM」の表示がある端子(外部ゲートと兼用)に，信号を入力します。
・入力インピーダンス：10kΩ(Typical値＊)
・入力カップリング：DC
・トリガレベル：TTLレベル
・最大入力電圧：－8V～13V(DC＋ACpeak)
・最小入力パルス幅：30ns
・セットアップ時間：70ns(アーミングが有効になるには，測定信号より70ns以上先行す
ること)
＊Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

(外部アーミング�
入力端子)

外部アーミング(外部ゲートと兼用)入力回路�

IN
EXT   ARM

（TTL）

＋5V

10kΩ�
74LS14相当�

500Ω�

　 注　　意
上記の最大入力電圧を超える電圧を外部アーミング入力端子に加えると，本機器を
損傷する恐れがあります。

6.3　アーミングソース/スロープ/ディレイを設定する
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●スロープの選択

次の中から選択します。外部アーミングのときだけ選択します。
・ ：外部アーミング入力端子の信号が立ち上がりのときにアーミングがかかります。
・ ：外部アーミング入力端子の信号が立ち下がりのときにアーミングがかかります。

●アーミングディレイの種類の選択

次の中から選択します。外部アーミングのときだけ選択できます。
・OFF：アーミングディレイの選択/設定はできません。また，アーミングディレイは実
行されません。

・TIME：タイムディレイを選択します。
・EVENT：イベントディレイを選択します。

・ディレイ時間の設定

次の範囲です。タイムディレイのときだけ設定します。
1μs～1s

Note
設定する値によって設定分解能が異なります。詳細は12.2項を参照してください。

・ディレイするイベント数の選択

次の中から選択します。イベントディレイのときだけ選択します。
1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/20/30/40/50/60/70/80/90/100/200/300/400/500/
600/700/800/900/1000/2000/3000/4000/5000/6000/7000/8000/9000/
10000/20000/30000

Note
ディレイするイベントは，測定チャネルの入力信号のイベント数です。ただし，タイムインターバ
ル測定においては，CHAの入力信号のイベント数になります。

6.3　アーミングソース/スロープ/ディレイを設定する
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6.4 インヒビットを設定する
≡機能説明は1.5項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
SAMPLEトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

インヒビットの設定�

1. SAMPLEキーを押して，SAMPLEトップメニューを表示します。
2. INHIBITタッチキーを押して，INHIBITの表示を反転します。
3. ロータリノブで，極性を選択します。

解　　説解　　説� ●ポラリティ(極性)の選択

次の中から選択します。「OFF」のときは、インヒビットは無効です。
・ ：インヒビット入力端子に，正極の信号が入力されている間だけ，測定を禁止します。
・ ：インヒビット入力端子に，負極の信号が入力されている間だけ，測定を禁止します。
Note
インヒビット入力の有効な時間はアーミングがかかってから320s以内です。この範囲外の信号は
無効になります。

●インヒビット信号を入力するとき

リアパネルの「INHIBIT」の表示がある端子に，信号を入力します。
・入力インピーダンス：10kΩ(Typical値＊)
・入力カップリング：DC
・トリガレベル：TTLレベル
・最大入力電圧：－8V～13V(DC＋ACpeak)
・最小入力パルス幅：30ns
・セットアップ時間：70ns(インヒビットが有効になるには，測定信号より70ns以上先行
すること)
＊Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

(インヒビット�
入力端子)

インヒビット入力回路�

＋5V

10kΩ�
74LS14相当�

500Ω�
IN

INHIBIT

（TTL）

注　　意
上記の最大入力電圧を超える電圧をインヒビット入力端子に加えると，本機器を損
傷する恐れがあります。
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7.1 ヒストグラム表示/リードアウトをする
≡機能説明は1.4項，1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

表示形式メニューの表示�

X軸/Y軸メニューの表示�

マーカーメニューの表示�

カルキュレーションメニューの表示�

オートスケールの実行�

マルチウインドウメニューの表示�
(ハードウエアヒストグラムモードのとき�
だけ表示，7.2項参照)

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●ヒストグラム表示を選択する

2. DISPタッチキーを押して，表示形式メニューを表示します。
3. HISTOGRAMタッチキーを押して，ヒストグラム表示を選択します。HISTOGRAM

タッチキーを押したとき，DISPLAYトップメニューに戻ります。

●オートスケールを実行する

4. AUTO SCALEタッチキーを押して，オートスケールを実行します。自動的に測定入
力信号に応じたX軸/Ｙ軸を設定して，ヒストグラム表示をします。X軸/Y軸の設定
は，次ページの操作5～操作13で変更できます。変更しないときは，次ページの操作
14に進みます。

表示形式メニュー�

ヒストグラム表示の選択�

マルチウインドウ機能(7.2項参照)を動作させているときだけ表示�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
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7.1　ヒストグラム表示/リードアウトをする

●X軸/Y軸を設定する

5. SCALEタッチキーを押して，X軸/Y軸メニューを表示します。
・X軸中心値を設定する

6. X CENTERタッチキーを押して，X CENTERの表示を反転します。
7. ロータリノブまたはテンキーで，X軸中心値を設定します。
・X軸スパンを選択する

8. X SPANタッチキーを押して，X SPANの表示を反転します。
9. ロータリノブで，X軸スパンを選択します。
・Y軸目盛りの振り方を選択する

10. Y AXISタッチキーを押して，Y AXISタッチキー内のLINまたはLOGのどちらかの表
示を反転します。反転表示している目盛りが選択されています。

・Y軸最大値を選択する

11. Y HIGHタッチキーを押して，Y HIGHの表示を反転します。
12. ロータリノブで，Y軸最大値を選択します。
・DISPLAYトップメニューに戻る

13. ESCタッチキーを押します。

●リードアウトをする

14. トップメニューのMARKERタッチキーを押して，マーカーメニューを表示します。
・マーカー表示のON/OFFを選択する

15. マーカーメニューのMARKERタッチキーを押して，MARKERタッチキー内のOFFま
たはONのどちらかの表示を反転します。反転表示している文字が選択されています。
OFFのときは操作23に進みます。

・X1マーカーを移動する

16. X1 MARKERタッチキーを押して，X1 MARKERの表示を反転します。
17. ロータリノブで，X1マーカーを移動します。
・X2マーカーを移動する

18. X2 MARKERタッチキーを押して，X2 MARKERの表示を反転します。
19. ロータリノブで，X2マーカーを移動します。
・マーカーの移動の速さを選択する

20. MOVEMENTタッチキーを押して， の表示を反転します。マーカーの移動が速くな
ります。

21. MOVEMENTタッチキーを押して， の表示を反転します。マーカーの移動の速さが
元に戻ります。

・DISPLAYトップメニューに戻る

22. ESCタッチキーを押します。

●カルキュレーションを設定する

23. CALCULATIONタッチキーを押して，カルキュレーションメニューを表示します。
・エリアを選択する

24. AREAタッチキーを押して，AREAの表示を反転します。
25. ロータリノブで，エリアを選択します。
・定数Tを設定する

26. CONST Tタッチキーを押して，CONST Tの表示を反転します。
27. ロータリノブまたはテンキーで，定数Tを設定します。
・表示/統計演算の対象ポラリティを選択する(パルス幅測定でポラリティが のときだけ)

28. POLARITYタッチキーを押して，POLARITYタッチキー内の / / のどれか
の表示を反転します。反転表示しているポラリティが選択されています。

マーカーメニュー�

マーカー�
表示の選択�
X1マーカー�
の移動�
X2マーカー�
の移動�

マーカーの�
移動の速さ�
の選択�

�
　　　　�

X軸/Y軸メニュー�

X軸中心値�
の設定�
X軸スパン�
の選択�

Y軸最大値�
の選択�
Y軸目盛り�
の振り方�
の選択�

マルチウインドウ機能�
(7.2項参照)を動作させ�
ているときだけ表示�

カルキュレーション�
メニュー�

定数T�
の設定�

統計演算のときにも使用�
(7.7項，7.8項参照)

エリア�
の選択�

表示/統計演算�
の対象ポラ�
リティの�
選択�

パルス幅測定でポラリティ�
が　　のときだけ表示�
�
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解　　説解　　説� ●ヒストグラム表示の選択

表示形式メニューで，HISTOGRAMを選択します。

●オートスケールの実行

測定したデータの分布全体が表示できるように，自動的にX軸/Y軸を設定します。
次項の「X軸/Y軸の設定」で，変更できます。

●X軸/Y軸の設定

・X軸中心値の設定範囲

測定ファンクションによって異なります。
・周期/タイムインターバル/パルス幅測定のとき：10ns～99.9999900ms，ただし，
ハードヒストグラムモードのときは3.19μsまでです。

・位相差測定のとき：15.00～345.00deg
・デューティ比測定のとき：0.500～99.500％

・X軸スパンの選択

測定ファンクションによって異なります。
・周期/タイムインターバル/パルス幅測定のとき：2/4/10/20/40/100/200/400ns，
1/2/4/10/20/40/100/200/400μs，1/2/4/10/20/40/100ms，ただし，ハード
ヒストグラムモードのときは，3.2μsまでです。

・位相差測定のとき：30/60/90/180/360deg
・デューティ比測定のとき：1/5/10/50/100％

・Y軸目盛りの振り方の選択

・LIN：等分目盛りになります。
・LOG：対数目盛りになります。

・Y軸最大値の選択

Y軸目盛りの振り方によって異なります。
・LINのとき：10/20/40/100/200/400/1000/2000/4000/10000/20000/40000/
1e5/1e6/1e7/1e8，ただし，タイムスタンプモードのときは32000までです。

・LOGのとき：1e1/1e2/1e3/1e4/1e5/1e6/1e7/1e8(例：1e2は102を示します。)，
ただし，タイムスタンプモードのときは1e5までです。

7.1　ヒストグラム表示/リードアウトをする
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●リードアウトの設定

・マーカー表示のON/OFFの選択

・ON：マーカーを表示します。
・OFF：マーカーを表示しません。このときはX1 MARKER/X2 MARKER/MOVEMENT
のタッチキーも表示しません。

・X1マーカーの移動範囲

ウインドウ内で，X2マーカーより左側(X2マーカーの位置も含む)を移動します。

・X2マーカーの移動範囲

ウインドウ内で，X1マーカーより右側(X1マーカーの位置も含む)を移動します。

・マーカーの移動の速さの選択

・ ：ウインドウ内を1ドットずつ移動します。
・ ：ウインドウ内を5ドットずつ移動します。

X1マーカー� X2マーカー�

ウインドウ� X1：X1マーカーのX軸座標�
Y1：X1マーカーのY軸座標(X1の度数)�
X2：X2マーカーのX軸座標�
Y2：X2マーカーのY軸座標(X2の度数)�
N：�
・カルキュレーションのエリア設定がWINDOWのとき，�
　ウインドウ内の全サンプル数�
・カルキュレーションのエリア設定がMARKERのとき，�
　X1/X2で囲まれた領域のサンプル数�

Note
X軸中心値とX軸スパンの設定によっては，実際に存在しないX軸領域にマーカーを移動する場合が
あります。たとえばX軸中心値を10ns/X軸スパン3.2μsにしたとき，マイナスの測定データ領域
が表示されます。この領域にマーカーを移動するとX軸座標を表示する欄にアスタリスク＊を表示
します。

●カルキュレーションの設定

・エリアの選択

WINDOWかMARKERのどちらかを選択します。この設定によって，上記リードアウトの
Nの意味が異なります。

・定数Tの設定

設定範囲：10～999.9ns

・表示/統計演算の対象ポラリティの選択

パルス幅測定で，ポラリティが のときだけに表示されるメニューです。表示(ヒストグ
ラムとタイムバリエーション表示)/統計演算するときに，どのポラリティで表示/演算する
かを選択します。
・ ：ポジティブ側だけで表示/統計演算します。
・ ：ネガティブ側だけで表示/統計演算します。
・ ：ポジティブ/ネガティブの両極を合わせて表示/統計演算します。ただし，標準偏
差とジッタ1だけの演算になります。詳細は7-7項を参照してください。

7.1　ヒストグラム表示/リードアウトをする
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7.2 マルチウインドウを使う
≡機能説明は1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

表示形式メニューの表示�

X軸/Y軸メニューの表示�

マーカーメニューの表示�

カルキュレーションメニューの表示�

オートスケールの実行�

マルチウインドウメニューの表示�
(ハードウエアヒストグラムモードのとき�
だけ表示)

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●ヒストグラム表示を選択する

2. 7.1項を参照してください。

●オートスケールを実行する

3. 7.1項を参照してください。

●マルチウインドウを使用する前の準備

4. トップメニューのMARKERタッチキーを押して，マーカーメニューを表示します。
5. マーカーメニューのMARKERタッチキーを押して，MARKERタッチキー内のONの表

示を反転します。
6. 複数表示されているヒストグラムの中の，左から1番目のヒストグラムの最も度数が

多いところに，ロータリノブでX1マーカーを移動し，X1マーカーのX軸座標を読み取
り記録します。

7. 左から2番目のヒストグラムの最も度数が多いところに，ロータリノブでX2マーカー
を移動し，X2マーカーのX軸座標を読み取り，X1マーカーとの変位を記録します。

8. ESCタッチキーを押して，DISPLAYトップメニューに戻ります。

X1マーカーのX軸座標�

X2マーカーのX軸座標�
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●マルチウインドウを設定する

9. WINDOWタッチキーを押して，マルチウインドウメニューを表示します。
・マルチウインドウを選択する

10. SINGLE/MULTIタッチキーを押して，MULTIの表示を反転します。MODEとSIZEの
タッチキーが表示されます。

・モードを選択する

11. MODEのタッチキーを押して，MODEタッチキー内のAUTOまたはMANのどちらかの
表示を反転します。反転表示しているモードが選択されています。

・サイズを設定する

12. SIZEタッチキーを押して，SIZEの表示を反転します。
13. ロータリノブで，サイズを設定します。
・DISPLAYトップメニューに戻る

14. ESCタッチキーを押して，DISPLAYトップメニューに戻ります。

マルチウインドウメニュー�

マルチウインドウの選択�

モードの選択�

�

�
パノラマ表示(7.3項参照)メニュー�

ウインドウサイズの設定�

●X軸/Y軸を設定する

15. SCALEタッチキーを押して，X軸/Y軸メニューを表示します。
・X軸中心値を設定する

16. X CENTERタッチキーを押して，X CENTERの表示を反転します。
17. ロータリノブまたはテンキーで，ウインドウ1のX軸中心値を設定します。このとき操

作6で記録した数値を設定します。
・X軸スパンを選択する

18. X SPANタッチキーを押して，X SPANの表示を反転します。
19. ロータリノブで，X軸スパンを選択します。このとき操作7で記録した数値を参考にし

て，解析するヒストグラムがウインドウ内に収まるようにスパンを選択します。
・X軸中心値の間隔を設定する(マルチウインドウのモードがAUTOのときだけ)

20. W.SPACEタッチキーを押して，W.SPACEの表示を反転します。
21. ロータリノブまたはテンキーで， 各ウインドウのX軸中心値の間隔を設定します。こ

のとき操作7で記録した数値を設定します。
・Y軸目盛りの振り方/Y軸最大値を選択する

22. 必要に応じて選択します。7.1項を参照してください。
・X軸/Y軸の再設定をする

23. X軸/Y軸の設定/選択を繰り返して，見やすい表示にします。

X軸/Y軸メニュー�

X軸中心値の設定�

X軸スパンの設定�

�

�

X軸中心値の間隔�
(マルチウインドウのモードがAUTOのときだけ表示)

Y軸最大値の選択�

Y軸目盛りの振り方�

ウインドウの選択�

7.2　マルチウインドウを使う
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7.2　マルチウインドウを使う

●他のウインドウを見る

24. 画面左上のウインドウ選択タッチキーを押して，WINDOWの表示を反転します。
25. ロータリノブでウインドウを選択します。操作12，13で選択したサイズまで，ウイ

ンドウを選択できます。操作11で選択したモードによってX軸/Ｙ軸メニューの表示が
異なります。詳細は解説を参照してください。

解　　説解　　説� ●マルチウインドウを使用する前の準備

複数のヒストグラムが同時に存在するときで，ヒストグラムがどの範囲に分布しているか
わからないときは，マルチウインドウをOFFにしてオートスケールを実行すると便利で
す。マルチウインドウをOFFにする方法は以下の通りです。
・マルチウインドウをOFFにするときの操作
マルチウインドウメニューのSINGLE/MULTIタッチキーで，SINGLEの表示を反転しま
す。MODE，SIZEのタッチキーが消え，マルチウインドウがOFFになります。

・操作6，7でマーカーの値を記録しています。これはマルチウインドウをするときのX軸
を決めるための目安です。マルチウインドウにしてから，操作23のように再設定をし
て，見やすい表示に修正してください。

●マルチウインドウの設定

サンプリングモードがハードウエアヒストグラムモードのときだけ，設定できます。
・マルチウインドウの選択

・SINGLE：マルチウインドウがOFFになります。MODE，SIZEタッチキーは表示されま
せん。

・MULTI：マルチウインドウがONになります。MODE，SIZEタッチキーを表示します。
・モードの選択

マルチウインドウのときの，個々のウインドウのX軸の設定方法を選択します。
・AUTO：X軸/Y軸メニューで，ウインドウ1で設定したX軸スパンが，ウインドウ2以降
にも適用されます。また，X軸中心値の間隔(下記参照)を設定するメニューが表示されま
す。

・MAN：X軸/Y軸メニューで，個々のウインドウのX軸中心値/X軸スパンを，それぞれ設
定できます。X軸中心値の間隔を設定するメニューは表示されません。

�

X軸中心値の間隔�

モードがAUTOのとき�
・ウインドウ1のX軸/Y軸メニュー� ・ウインドウ2以降のX軸/Y軸メニュー�

ウインドウ9個のうち�
のウインドウ1を表示�
していることを示します。�

ウインドウ9個のうち�
のウインドウ9を表示�
していることを示します。�

�

モードがMANのとき�
・ウインドウ1のX軸/Y軸メニュー� ・ウインドウ2以降のX軸/Y軸メニュー�

ウインドウ9個のうち�
のウインドウ1を表示�
していることを示します。�

ウインドウ9個のうち�
のウインドウ2を表示�
していることを示します。�
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・サイズの設定

マルチウインドウのときの，ウインドウの個数を設定します。
設定範囲：1～16

●X軸/Y軸の設定

X軸中心値/X軸スパン/Y軸目盛りの振り方/Y軸最大値の設定/選択範囲の詳細は，7.1項を
参照してください。
マルチウインドウのときの，各ウインドウのX軸中心値の間隔(等間隔)を，X軸/Y軸メ
ニューのW.SPACEという項目で設定します。W.SPACEは，マルチウインドウのモードが
AUTOのときに表示されます。
X軸中心値の間隔の設定範囲：0～250ns

Note
マルチウインドウのモードがAUTOのとき，ウインドウ1のX軸/Y軸の設定は，測定データが一番
小さいヒストグラムを対象にしてください。X軸中心値の間隔(W.SPACE)の設定は，正方向の変位
だけを設定します。このため，ウインドウ1で設定したヒストグラムより小さい測定データのヒス
トグラムがあると，そのヒストグラムにウインドウが割り当てられません。操作24，25でウイン
ドウを切り替えても，そのヒストグラムは表示されません。

7.2　マルチウインドウを使う
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7.3 パノラマ表示を使う
≡機能説明は1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

表示形式メニューの表示�

オートスケールの実行�

マルチウインドウメニューの表示�
(ハードウエアヒストグラムモードのとき�
だけ表示)

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●ヒストグラム表示を選択する

2. 7.1項を参照してください。

●オートスケールを実行する

3. 7.1項を参照してください。

●パノラマ表示を設定する

4. WINDOWタッチキーを押して，マルチウインドウメニューを表示します。

・パノラマ表示のON/OFFを選択する

5. PANORAMAタッチキーを押して，PANORAMAタッチキー内のOFFまたはONのど
ちらかの表示を反転します。反転表示している文字が選択されています。ここではON
を選択します。

・パノラマエリアを選択する

6. P.AREAタッチキーを押して，P.AREAの表示を反転します。
7. ロータリノブで，パノラマエリアを選択します。

マルチウインドウメニュー�

パノラマ表示の選択�

パノラマ表示ONのときだけ表示�

マルチウインドウONのときだけ表示�

パノラマエリアの選択�
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解　　説解　　説�
サンプリングモードがハードウエアヒストグラムモードのときだけ，選択できます。

●パノラマ表示のON/OFFの選択

・OFF：パノラマ表示をしません。P.AREAタッチキーは表示されません。
・ON：パノラマ表示をします。P.AREAタッチキーが表示されます。

●パノラマエリアの選択

・0～3.2μsを時間軸で4等分して，10種類の表示パターンから選択できます。

�

�

パノラマ表示�

800ns 1.6μs 2.4μs 3.2μs�

この領域�
を表示�

・ロータリノブで，P.AREAの表示を変えていくと，順次，以下のようにパノラマ表示の
エリアが変わっていきます。

7.3　パノラマ表示を使う
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7.4 ヒストグラム加算をする
≡機能説明は1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

表示形式メニューの表示�

X軸/Y軸メニューの表示�

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●マルチウインドウを設定する

2. 7.2項を参照してください。モードはAUTOを選択してください。

●ヒストグラム加算を選択する

3. DISPタッチキーを押して，表示形式メニューを表示します。
4. HISTSUMタッチキーを押して，ヒストグラム加算を選択します。HISTSUMタッチ

キーを押したとき，DISPLAYトップメニューに戻ります。

表示形式メニュー�

ヒストグラム加算の選択�
(マルチウインドウONのときだけ表示)
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●Y軸を選択する

5. SCALEタッチキーを押して，Y軸メニューを表示します。

・Y軸目盛りの振り方を選択する

6. Y AXISタッチキーを押して，Y AXISタッチキー内のLINまたはLOGのどちらかの表
示を反転します。反転表示している目盛りが選択されています。

・Y軸最大値を選択する

7. Y HIGHタッチキーを押して，Y HIGHの表示を反転します。
8. ロータリノブで，Y軸最大値を選択します。

マーカーのX軸座標� Y軸最大値の選択�

Y軸目盛りの振り方の選択�

ヒストグラム加算の表示�

(ヒストグラム加算のため，�
数値表示をしないで�
アスタリスク＊を表示)

X軸中心値�
(ヒストグラム加算のため，数値表示をしない)

Y軸メニュー�

解　　説解　　説�
マルチウインドウがONで，モードがAUTOのときだけヒストグラム加算ができます。

●ヒストグラム加算

・マルチウインドウで設定したウインドウすべて(サイズで設定した個数分)の度数を，加
算します。

・各ウインドウのX軸中心値を中心に，X軸スパンの範囲で同じ位置にあるビンの度数を加
算します。

・X軸中心/マーカーのX軸座標は，異なった数値が複数(サイズで設定した個数分)あり，
意味のない数値となるため，表示しません。

・各マーカーのY軸座標Y1，Y2(度数Y)の値は，各ビンごとに加算されたあとの値(度数)
です。

・サンプル数Nの値は，各ビンごとに加算されたあとのサンプル数です。ウインドウ内全
てか，またはマーカーで囲まれた領域かはカルキュレーションのエリア設定(7.1項参照)
によって決まります。

●Y軸の設定

7.1項の解説を参照してください。

7.4　ヒストグラム加算をする
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7.5 タイムバリエーション表示/リードアウトをする
≡機能説明は1.4項，1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

表示形式メニューの表示�

X軸/Y軸メニューの表示�

マーカーメニューの表示�

表示パラメータメニューの表示�

オートスケールの実行�

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●タイムバリエーション表示を選択する

2. DISPタッチキーを押して，表示形式メニューを表示します。
3. TIMEVAR.タッチキーを押して，タイムバリエーション表示を選択します。

TIMEVAR.タッチキーを押したとき，DISPLAYトップメニューに戻ります。

●オートスケールを実行する

4. AUTO SCALEタッチキーを押して，オートスケールを実行します。自動的に測定入
力信号に応じたX軸/Ｙ軸を設定して，タイムバリエーション表示をします。X軸/Y軸
の設定は，次ページの操作5～操作14で変更できます。変更しないときは，次ページ
の操作15に進みます。

表示形式メニュー�

タイムバリエーション表示の選択�
(タイムスタンプモードのときだけ表示)
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●X軸/Y軸を設定する

5. SCALEタッチキーを押して，X軸/Y軸メニューを表示します。

・X軸最小値を設定する

6. X MINタッチキーを押して，X MINの表示を反転します。
7. ロータリノブまたはテンキーで，X軸最小値を設定します。

・X軸スパンを選択する

8. X SPANタッチキーを押して，X SPANの表示を反転します。
9. ロータリノブで，X軸スパンを選択します。

・Y軸中心値を設定する

10. Y CENTERタッチキーを押して，Y CENTERの表示を反転します。
11. ロータリノブまたはテンキーで，Y軸中心値を設定します。

・Y軸スパンを選択する

12. Y SPANタッチキーを押して，Y SPANの表示を反転します。
13. ロータリノブで，Y軸スパンを選択します。

・DISPLAYトップメニューに戻る

14. ESCタッチキーを押します。

●リードアウトをする

15. マーカーメニューで設定します。7.1項を参照してください。

●表示パラメータを選択する(DISPLAYトップメニューから)

16. DISP PARAM.タッチキーを押して，表示パラメータメニューを表示します。

・グリッド表示のON/OFFを選択する

17. GRIDタッチキーを押して，GRIDタッチキー内のOFFまたはONのどちらかの表示を反
転します。反転表示している文字が選択されています。

・補間表示のON/OFFを選択する

18. CONNECTタッチキーを押して，CONNECTタッチキー内のOFFまたはONのどちら
かの表示を反転します。反転表示している文字が選択されています。

マーカーメニュー�

マーカー表示の選択�

X1マーカーの移動�

X2マーカーの移動�

マーカーの移動の�
速さの選択�

X軸最小値の設定�

X軸スパンの選択�

Y軸中心値の設定�

Y軸スパンの選択�

X軸/Y軸メニュー� 表示パラメータメニュー�

グリッド表示の選択�

補間表示の選択�

7.5　タイムバリエーション表示/リードアウトをする
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7.5　タイムバリエーション表示/リードアウトをする

解　　説解　　説�
サンプリングモードがタイムスタンプモードのときだけ，設定できます。

●タイムバリエーション表示の選択

表示形式メニューで，TIME VAR. を選択します。タイムスタンプ(X軸)の時間分解能は
100nsです。

●オートスケールの実行

7.1項を参照してください。

●X軸/Y軸の設定

・X軸最小値の設定範囲

次の範囲です。
0～199.9999800s

・X軸スパンの選択

次の中から選択します。
20/40/100/200/400μs，1/2/4/10/20/40/100/200/400ms，
1/2/4/10/20/40/100/200s

・Y軸中心値の設定範囲

測定ファンクションによって異なります。
・周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：10ns～99.9999900ms
・位相差測定のとき：15.00～345.00deg
・デューティ比測定のとき：0.500～99.500％

・Y軸スパンの選択

測定ファンクションによって異なります。
・周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：2/4/10/20/40/100/200/400ns，
1/2/4/10/20/40/100/200/400μs，1/2/4/10/20/40/100ms

・位相差測定のとき：30/60/90/180/360deg
・デューティ比測定のとき：1/5/10/50/100％

●リードアウトの設定

マーカー表示/移動範囲/移動の速さについては，7.1項を参照してください。
グラフの下側に表示される値は，それぞれ次の意味を持っています。

X1マーカー� X2マーカー� X1：X1マーカーのX軸座標(タイムスタンプ)�
X2：X2マーカーのX軸座標(タイムスタンプ)�
△X：X2－X1�
Y1：X1マーカーのY軸座標(測定値)�
Y2：X2マーカーのY軸座標(測定値)�
△Y：―Y2－Y1―�

Note
・マーカーの位置に複数のデータがあるときは，その平均値を表示します。
・マーカーの位置にデータがないときは、アスタリスク＊を表示します。
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●表示パラメータの選択

タイムバリエーション表示のとき，ウインドウ内のグリッド(格子)表示をする/しない，測
定点の間を補間する(点で結ぶ)/しないを選択できます。

・グリッド表示のON/OFFの選択

OFFまたはONのどちらかを選択します。
・OFF：グリッドを表示しません

・ON：グリッドを表示します

・補間表示のON/OFFの選択

OFFまたはONのどちらかを選択します。
・OFF：補間しません

・ON：補間します

7.5　タイムバリエーション表示/リードアウトをする
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7.6 リスト表示をする
≡機能説明は1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

反転表示しているデータの�
順番号の表示�

ボトムデータの選択�

トップデータの選択�

表示形式メニューの表示�

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●リスト表示を選択する

2. DISPタッチキーを押して，表示形式メニューを表示します。
3. LISTタッチキーを押して，リスト表示を選択します。LISTタッチキーを押したとき，

DISPLAYトップメニューに戻ります。

●リスト表示するデータを設定する

4. ロータリノブまたはテンキーで，リスト表示するデータを選択します。NUMBERタッ
チキー内に表示している数値は，リスト内の反転しているデータの順番を示す番号(順
番号)です。

表示形式メニュー�

リスト表示の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
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●トップデータへジャンプする

6. TOPタッチキーを押します。NUMBERタッチキー内の順番号は1を表示します。
タイムスタンプモードのときは，測定ブロック内の最初の測定値が，リストの先頭に
表示されます。
ハードウエアヒストグラムモードのときは，ウインドウ内の最も小さい値(区間代表
値)が，リストの先頭に表示されます。

●ボトムデータへジャンプする

7. BOTTOMタッチキーを押します。
タイムスタンプモードのときは，測定ブロック内の最後の測定値が，リストの最後に
表示されます。NUMBERタッチキー内の順番号は，最後の測定値の順番号を表示しま
す。
ハードウエアヒストグラムモードのときは，ウインドウ内の最も大きい値(区間代表
値)が，リストの最下に表示されます。NUMBERタッチキー内の順番号は，最も大き
い値(区間代表値)の順番号を表示します。

 解　　説解　　説� ●リスト表示の選択

10データずつの表の形で表示します。サンプリングモードによって，リストの内容が異な
ります。タイムスタンプモードのタイムスタンプの時間分解能は100nsです。
・タイムスタンプモードのとき

タイムスタンプ� 測定値�

反転表示しているデータ�
の順番号をここに表示�

データの順番�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10

・ハードウエアヒストグラムモードのとき

区間代表値� 度数�

反転表示しているデータ�
の順番号をここに表示�

データの順番�
74�
75�
76�
77�
78�
79�
80�
81�
82�
83

●リスト順番号の設定範囲

サンプリングモードによって異なります。
・タイムスタンプモードのとき：測定ブロック内の最初の測定値(NUMBER1)から，最後
の測定値まで

・ハードウエアヒストグラムモードのとき：ウインドウ内の最も小さい値(区間代表値)
(NUMBER1)から，最も大きい値(区間代表値)まで

Note
測定中は，表中のカーソルはデータ番号1に戻ります。また測定中は，データ順番号の設定はでき
ません。

7.6　リスト表示をする
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7.7 スタティスティクス(統計値)表示をする
≡機能説明は1.4項，1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

レンジタッチキー�
(ハードウエアヒストグラムモードのときだけ表示)

カルキュレーションメニューの表示�

表示形式メニューの表示�

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●スタティスティクス表示を選択する

2. DISPタッチキーを押して，表示形式メニューを表示します。
3. STATISTICSタッチキーを押して，スタティスティクス表示を選択します。

STATISTICSタッチキーを押したとき，DISPLAYトップメニューに戻ります。

●定数Tを設定する(ハードウエアヒストグラムモードのときだけ)

4. CALCULATIONタッチキーを押して，カルキュレーションメニューを表示します。
5. ロータリノブまたはテンキーで，定数Tを設定します。
6. ESCタッチキーを押して，DISPLAYトップメニューに戻ります。

●統計演算の対象ポラリティを選択する(パルス幅測定でポラリティが のときだけ)

7. POLARITYタッチキーを押して，POLARITYタッチキー内の / / のどれか
の表示を反転します。反転表示しているポラリティが選択されています。

●バーグラフレンジを選択する(ハードウエアヒストグラムモードのときだけ)

8. ロータリノブで，バーグラフレンジを選択します。

表示形式メニュー�

スタティスティクス表示の選択�

タイムスタンプモードのときだけ表示�
�

カルキュレーションメニュー�

定数Tの設定��
統計演算の�
対象ポラリティの選択�

パルス幅測定でポラリティが　　のときだけ表示�
�



7-20 IM 704210-01J

解　　説解　　説� ●統計値の表示

統計演算をするエリアをヒストグラム表示のウインドウ内か，またはヒストグラム表示の
マーカーで囲まれた領域かを選択できます。詳細は7.1項を参照してください。
・タイムスタンプモードのとき

・ジッタ1σ/T，ジッタ2MELEは演算しません。統計値欄にはアスタリスク＊を表示しま
す。
統計演算の項目�統計値� 統計演算の領域�

(この例の場合，ウインドウ全領域�
で演算。X1/X2マーカーの領域の�
場合は「MARKER」を表示。)

ジッタ1/ジッタ2は演算しない。�

・ハードウエアヒストグラムモードのとき

一覧表の下に，標準偏差σのバーグラフを表示します。バーグラフのレンジ(最大値)は，
選択ができます(下記参照)。
統計演算の項目�統計値� 統計演算の領域�

(この例の場合，X1/X2マーカーの�
領域で演算。ウインドウ全領域の�
場合は「WINDOW」を表示。)

標準偏差σをバーグラフで表示�

バーグラフのレンジ(最大値)
Note
統計値は，ウインドウ内またはマーカーで囲まれた領域で演算します。ヒストグラムがウインドウ/
マーカー内にないときは，統計値の欄にアスタリスク＊を表示します。

●定数Tの設定

ハードウエアヒストグラムモードのジッタ1/ジッタ2を演算するときに必要な定数です。
設定範囲：10～999.9ns

Note
7.1項も本項も同じ定数Tを設定しています。また，5.4項のパルス幅測定でも同じTを使用してい
ます。

・統計演算の対象ポラリティの選択

パルス幅測定で，ポラリティが のときだけに表示されるメニュー(7.1項のカルキュ
レーションメニューと同じもの)です。統計演算するときに，どのポラリティで演算するか
を選択します。
・ ：ポジティブ側だけで統計演算します。
・ ：ネガティブ側だけで統計演算します。
・ ：ポジティブ/ネガティブの両極を合わせて統計演算します。ただし，統計演算結果
は次のようになります。
・最大値/最小値/平均値/ピーク-ピーク/フラッタ/ジッタ2：演算しません。統計値の
表示欄にアスタリスク＊を表示します。

・標準偏差/ジッタ1：ポジティブ側だけの標準偏差(σ)/ジッタ1(σ/T)とネガティブ側
だけの標準偏差/ジッタ1をそれぞれ演算してから，ポジティブ側/ネガティブ側の同
じ演算項目同士の和を求めて，それを2分します。

●バーグラフの選択

ハードウエアヒストグラムモードのスタティスティクス表示のときだけ，標準偏差σの
バーグラフを表示します。そのときの最大値を次の中から選択できます。
7.5/15/30/60ns

7.7　スタティスティクス(統計値)表示をする
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7.8 ヒストグラム表示で統計値を表示する
≡機能説明は1.4項，1.6項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
DISPLAYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

(ハードウエアヒストグラムモードのとき�
だけ表示)

統計演算項目メニューの表示�

表示形式メニューの表示�

1. DISPLAYキーを押して，DISPLAYトップメニューを表示します。

●ヒストグラム表示を選択する

2. 7.1項を参照してください。

●統計演算項目を選択する

3. 画面左下のSTATタッチキーを押して，統計演算項目メニューを表示します。
4. 表示したい項目のタッチキーを押します。STATタッチキー右横に選択した項目が表

示されます。2回を超えてSTATタッチキーを押すと，先に選択された項目が表示から
消え，あとの2つの演算項目が表示されます。

●表示した統計演算項目を消す

5. 統計演算項目メニューのOFFタッチキーを押します。表示されている項目が2つとも
消えます。

●DISPLAYトップメニューに戻る

6. STATタッチキーをもう一度押すか，EXITタッチキーを押して，DISPLAYトップメ
ニューに戻ります。

統計演算項目メニュー�

DISPLAYトップメニューに戻る�

表示した統計演算項目メニューを消す�

統計演算項目の選択�
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解　　説解　　説� ●統計演算項目

項目は7.7項と同じものです。したがってタイムスタンプモードのときに，ジッタ1σ/T，
ジッタ2MELEを選択しても演算せず，アスタリスク＊が表示されます。

●表示項目数

2つまで表示できます。3つめの項目を選択してタッチキーを押すと，1つめに選択した(画
面上上位にある)項目が消えて，2つめが上位に移動し，3つめが下位に表示されます。

上位に表示されている項目�
下位に表示されている項目�

演算エリアの表示�

7.8　ヒストグラム表示で統計値を表示する
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8.1 内蔵メモリに設定情報をストアする
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

ストア/リコールメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. STORE/RECALLタッチキーを押して，ストア/リコールメニューを表示します。

●メモリ番号を選択する

3. ロータリノブで，メモリ番号を選択します。

●ストアを実行する

4. STOREタッチキーを押して，ストアを実行します。

ストア/リコールメニュー�

メモリ番号の選択�

�

ストアの実行�

解　　説解　　説� ●ストアの対象

タッチキー/ロータリノブ/テンキーで設定/選択した内容を，ストアします。

●メモリ番号の選択

次の10個のメモリから選択します。すでに設定情報がストアされているときは，上書きさ
れて前の情報は消えます。
＃0～＃9

Note
設定の初期化をしても，ストアされた設定情報は消えません。
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8.2 内蔵メモリから設定情報をリコールする
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

ストア/リコールメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. STORE/RECALLタッチキーを押して，ストア/リコールメニューを表示します。

●メモリ番号を選択する

3. ロータリノブで，メモリ番号を選択します。

●リコールを実行する

4. RECALLタッチキーを押して，リコールを実行します。

ストア/リコールメニュー�

メモリ番号の選択�

�

リコールの実行�

解　　説解　　説� ●リコールの対象

ストアした内容を，リコールします。リコールを実行すると，本機器の設定内容はストア
されていた設定内容にすべて変わります。

●メモリ番号の選択

次の10個のメモリから選択します。すでに設定情報がストアされているメモリだけを選択
できます。
＃0～＃9
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9.1 フロッピーディスクドライブの使用上の注意

使用可能なフロッピーディスク
3.5型の次のタイプのものが使用可能です。フォーマットは本機器でも可能です。
・2HDタイプ：1.2MBまたは1.44MBにMS-DOSでフォーマットされたもの
・2DDタイプ：640KBまたは720KBにMS-DOSでフォーマットされたもの

フロッピーディスクドライブへのセット方法
ラベル面を上にし，フロッピーディスクドライブに挿入します。イジェクトボタンが飛び
出すまで挿入してください。

フロッピーディスクドライブからの取り出し方法
アクセスインジケータが消えていることを確認してから，イジェクトボタンを押します。

イジェクトボタン�

アクセス�
インジケータ�

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。

フロッピーディスクの一般的な取り扱い上の注意
フロッピーディスクの一般的な取り扱い上の注意は，ご使用のフロッピーディスクに添付
されている取扱説明書に従ってください。
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9.2 フロッピーディスクを初期化する

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

フロッピーメニューの表示�

1. 初期化するフロッピーディスクをディスクドライブにセットします。
2. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
3. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。

●フロッピーメニューを表示する

4. FLOPPYタッチキーを押して，フロッピーメニューを表示します。

●フォーマットタイプを選択する

5. FORMATタッチキーを押して，フォーマットメニューを表示します。
6. 選択するフォーマットタイプのタッチキーを押します。

●フォーマットを実行する

7. EXECタッチキーを押して，フォーマットを実行します。

フロッピーメニュー�

フォーマットメニューの表示�

(すでにフォーマットされている�
場合は，使用可能容量を表示)

フォーマットメニュー�

フォーマットタイプ�
の選択�

フォーマットの実行�

�
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 解　　説解　　説� ●使用可能容量の表示

すでにMS-DOSフォーマットで初期化されているフロッピーディスクを挿入した状態で，
フロッピーメニューを表示すると，そのフロッピーディスクの使用可能容量を表示しま
す。

●フォーマットタイプの選択

次の中から選択します。
・640K2DD：2DDのフロッピーディスクを640Kバイト/8セクタで初期化します。
・720K2DD：2DDのフロッピーディスクを720Kバイト/9セクタで初期化します。
・1.2M2HD：2HDのフロッピーディスクを1.2Mバイト/8セクタで初期化します。
・1.44M2HD：2HDのフロッピーディスクを1.44Mバイト/18セクタで初期化します。

●フォーマット実行時のディレクトリ作成

本機器で初期化をすると，次のディレクトリが自動的に作成されます。
・TA_WAVE：測定バイナリデータ(BIN)のディレクトリ
・TA_SETUP：設定情報(SETUP)のディレクトリ
・TA_TEXT：測定テキストデータ(TEXT)のディレクトリ
・TA_MISC：設定情報を加えた画面イメージデータ(IMAGE)/統計演算テキストデータ
(STAT)のディレクトリ

Note
・上記記載のフォーマット以外で初期化されたフロッピーディスクは使用できません。
・初期化動作終了後にエラーメッセージを表示したときは，フロッピーディスクが損傷している可
能性があります。

・初期化を実行すると，フロッピーディスク上のすべてのデータを消去します。ご注意ください。

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。

9.2　フロッピーディスクを初期化する



9-4 IM 704210-01J

9.3 設定情報をセーブする/ロードする/オートロードす
る

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

ファイルメニューの表示�

1. フォーマットされているフロッピーディスクをディスクドライブにセットします。
2. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
3. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。

●設定情報をセーブする

4. FILEタッチキーを押して，ファイルメニューを表示します。
・セーブする項目を選択する

5. ロータリノブで，ITEMタッチキー内の表示をITEM SETUPにして，設定情報を選択
します。

・セーブするファイル名を設定する

6. SAVE/LOADタッチキーを押して，セーブ/ロードメニューを表示します。
7. SAVEタッチキーを押して，セーブメニューを表示します。画面にキーボードが表示

されます。
8. キーボードタッチキーを押して，ファイル名を入力します。キーボード左上に，入力

したファイル名が表示されます。
9. 入力したファイル名を修正するときは，左向きの矢印＜キーを押します。1回押すご

とに1つずつ文字を消去しながら，カーソルが左に移動します。
・セーブを実行する

10. ファイル名を設定したあと，SAVE EXECタッチキーを押して，設定情報のセーブを
実行します。

ファイルメニュー�

セーブ/ロード�
メニューの表示�
設定情報の�
選択�

�

�
�
�

セーブ/ロードメニュー�

セーブメニュー�
の表示�

�

�

�
�
�
�

セーブメニュー�

ファイル名の�
表示　�

キーボード�

セーブの�
実行�
�
�
�

�

�



9-5IM 704210-01J

９�

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
デ
ー
タ
を
セ
ー
ブ
す
る
／
ロ
ー
ド
す
る

●設定情報をロードする

11. 操作6のあと，ロータリノブで，ロードするファイル名を選択します。
12. LOAD EXECタッチキーを押します。

ロードの実行�

ファイル名の選択�

�

�

●設定情報をオートロードする

・オートロードする設定情報をセーブする

13. 操作4のあと，AUTO SETUPタッチキーを押して，オートセットアップメニューを表
示します。

14. UPDATEタッチキーを押して，UPDATEの表示を反転します。
15. EXECタッチキーを押して，オートロード用ファイルに設定情報のセーブを実行しま

す。すでに設定情報がセーブされているときは，更新されます。

・設定情報をオートロードする

16. 電源立ち上げ時に，オートロード用ファイルをセーブしたフロッピーディスクをディ
スクドライブにセットします。

17. 電源を立ち上げます。フロッピーディスクが自動的にアクセスされ，オートロード用
ファイルの設定情報がロードされます。

・電源を立ち上げてから設定情報をロードする

18. 操作13のあと，AUTOLOADタッチキーを押して，AUTOLOADの表示を反転しま
す。

19. EXECタッチキーを押して，オートロード用ファイルの設定情報をロードします。

ファイルメニュー�

オートセットアップ�
メニューの表示�
�
�
�

�

オートセットアップメニュー�

電源立ち上げ後の�
ロードの選択�

実行�
�
�

電源立ち上げ時のオートロード/�
設定情報の更新の選択�

�

�

�
�

9.3　設定情報をセーブする/ロードする/オートロードする
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解　　説解　　説� ●セーブ対象の設定情報

タッチキー/ロータリノブ/テンキーで設定/選択した内容を，セーブします。オートロー
ド用ファイルには，内蔵メモリにストアされた設定情報もすべてセーブします。

●拡張子とディレクトリ

拡張子.SETを自動的に付けます。ディレクトリTA_SETUPにセーブされます。
オートロード用ファイルは，AUTOLOAD.SETというファイル名で，ルートディレクトリ
にセーブされます。

●データ容量

1つの設定情報のデータ容量は，約8Kバイトです。ただし，オートロード用ファイルの
データ容量は約50Kバイトです。

●フロッピーディスクの使用可能容量の確認方法

9.2項を参照してください。

●ファイル名の入力

・ファイル名は8文字以内です。
・ファイル名に使用できる文字は，次の通りです。
アルファベット(大文字)，数字，－(マイナス)，＿(アンダーバー)

・MS-DOSの制限により，次の5つのファイル名は使用できません。
AUX，CON，PRN，NUL，CLOCK

・同じディレクトリの中で，すでに使用されているファイル名でのセーブはできません(上
書き禁止)。

Note
・測定中(STARTインジケータが点灯)はロードできません。
・パーソナルコンピュータなどで，拡張子を違うものに変更すると，ロードできなくなります。

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。

9.3　設定情報をセーブする/ロードする/オートロードする
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9.4 測定/統計演算結果をセーブする/ロードする

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

ファイルメニューの表示�

1. フォーマットされているフロッピーディスクをディスクドライブにセットします。
2. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
3. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。

●測定結果をセーブする

4. FILEタッチキーを押して，ファイルメニューを表示します。

・セーブする項目を選択する

5. ロータリノブで，ITEMタッチキー内の表示をITEM MEASDATAにします。
DATATYPEタッチキーが表示されます。

6. DATATYPEタッチキーを押して，DATATYPEタッチキー内のTEXTまたはBINのど
ちらかの表示を反転します。反転表示しているデータタイプが選択されています。

・セーブするファイル名を設定する

7. 9.3項の「・セーブするファイル名を設定する」を参照してください。

・セーブを実行する

8. 9.3項の「・セーブを実行する」を参照してください。

ファイルメニュー�

セーブ/ロードメニューの表示�

測定結果の選択�

データタイプの選択�

�
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●測定結果をロードする

9. 操作6のあと，SAVE/LOADタッチキーを押して，セーブ/ロードメニューを表示しま
す。

10. 9.3項の「●設定情報をロードする」を参照してください。

●統計演算結果をセーブする

・セーブする項目を選択する

11. 操作4のあと，ロータリノブでITEMタッチキー内の表示をITEM STATにします。

・セーブするファイル名を設定する

12. 9.3項の「・セーブするファイル名を設定する」を参照してください。

・セーブを実行する

13. 9.3項の「・セーブを実行する」を参照してください。

ファイルメニュー�

セーブ/ロードメニューの表示�

統計演算結果の選択�

�

9.4　測定/統計演算結果をセーブする/ロードする
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 解　　説解　　説� ●測定結果のセーブ

・データタイプの選択

次の中から選択します。
・BIN：測定データをバイナリデータでセーブします。セーブ後，本機器にロードできま
す。

・TEXT：
・ハードウエアヒストグラムモードのとき：ヒストグラム表示のウインドウ内の値(区間
代表値)と度数のデータを，テキストデータでセーブします。セーブ後，本機器には
ロードできません。

・タイムスタンプモードのとき：測定ブロックの全データ(タイムスタンプと測定値)
を，テキストデータでセーブします。セーブ後，本機器にはロードできません。

・拡張子とディレクトリ

データタイプによって異なります。自動的に拡張子が付き，それぞれのディレクトリに
セーブされます。
・BIN：拡張子は.WVF，ディレクトリはTA_WAVEです。ASCIIデータで記述した「ヘッ
ダファイル」も同時にセーブします。「ヘッダファイル」は，セーブした測定データを
解析するときに必要な情報を格納したファイルです。ヘッダファイルの拡張子は.HDRで
す。

・TEXT：拡張子は.CSV，ディレクトリはTA_TEXTです。

・データ容量

サンプル数(S)，データタイプによって異なります。単位はバイトです。
・BIN：
・ハードウエアヒストグラムモードで測定したデータ：約133K(パルス幅測定のポジ
ティブ/ネガティブ同時測定のときは，約384K)

・タイムスタンプモードで測定したデータ：約8×S＋約8K
・TEXT：サンプリングモード/サンプルサイズ/ヒストグラム表示の設定などによって，
データ容量は大きく異なりますが，最大で約1Mです。

●統計演算結果のセーブ

・拡張子とディレクトリ

拡張子.CSVが付き，ディレクトリTA_MISCにセーブされます。

・データ容量

1つの演算結果のデータ容量は，約500バイトです。

●フロッピーディスクの使用可能容量の確認方法

9.2項を参照してください。

●ファイル名の入力

9.3項を参照してください。

Note
・測定中(STARTインジケータが点灯)はセーブ/ロードできません。
・測定結果のテキストデータ/統計演算結果のデータは，本機器ではロードできません。
・測定結果をロードすると，本機器の設定情報は，ロードされた測定結果に付随している設定情報
になります。

・パーソナルコンピュータなどで，拡張子を違うものに変更すると，ロードできなくなります。

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。

9.4　測定/統計演算結果をセーブする/ロードする
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9.5 画面イメージデータをセーブする

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

ファイルメニューの表示�

1. フォーマットされているフロッピーディスクをディスクドライブにセットします。
2. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
3. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。

●画面イメージデータをセーブする

4. FILEタッチキーを押して，ファイルメニューを表示します。

・セーブする項目を選択する

5. ロータリノブで，ITEMタッチキー内の表示をITEM IMAGEにして，画面イメージデー
タを選択します。

・セーブするファイル名を設定する

6. 9.3項の「・セーブするファイル名を設定する」を参照してください。

・セーブを実行する

7. 9.3項の「・セーブを実行する」を参照してください。

ファイルメニュー�

セーブ/ロードメニューの表示�

画面イメージデータの選択�

�
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解　　説解　　説� ●画面イメージデータのセーブ

データ形式はTIFF形式です。

サンプリングモード�
測定ファンクション�
マルチウィンドウのON/OFF�
チャネルA�
チャネルAの入力インピーダンス�
チャネルAの入力カップリング�
チャネルAのトリガモード�
チャネルAのトリガレベル�
チャネルB�
チャネルBの入力インピーダンス�
チャネルBの入力カップリング�
チャネルBのトリガモード�
チャネルBのトリガレベル�
ゲートの種類�
サンプルサイズ�
サンプリングインターバル�
アーミングソース�
アーミングディレイの種類�
インヒビット �
�

●拡張子とディレクトリ

拡張子.TIFを自動的に付けます。ディレクトリTA_MISCにセーブされます。

●データ容量

1つの画面イメージデータのデータ容量は，約11Kバイトです。

●フロッピーディスクの使用可能容量の確認方法

9.2項を参照してください。

●ファイル名の入力

9.3項を参照してください。

Note
・測定中(STARTインジケータが点灯)はセーブできません。
・画面イメージデータは，本機器ではロードできません。

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。

9.5　画面イメージデータをセーブする
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9.6 画面イメージデータをオートセーブする

操　　作操　　作� ・メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
COPYメニュー

フロッピーの選択�

コピーの実行�

1. フォーマットされているフロッピーディスクをディスクドライブにセットします。

●コピー先をフロッピーディスクにする

2. COPYキーを押して，COPYメニューを表示します。
3. FLOPPY/PLOTTERタッチキーを押して，FLOPPY/PLOTTERタッチキー内の

FLOPPYの表示を反転します。

●コピーを実行する

4. EXECタッチキーを押します。

解　　説解　　説� ●画面イメージデータのオートセーブ

データ形式はTIFF形式です。セーブされる内容は9.5項を参照してください。

●ファイル名

ファイル名は，自動的にTA000から順次TA1000まで付けられます。TA1000を超えると
オートセーブは実行できなくなります。

●拡張子，ディレクトリ，データ容量およびフロッピーディスクの使用可能容量の確認方法

9.5項を参照してください。

Note
・測定中(STARTインジケータが点灯)はセーブできません。
・画面イメージデータは，本機器ではロードできません。

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。
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9.7 セーブしたデータを消去する

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

ファイルメニューの表示�

1. フォーマットされているフロッピーディスクをディスクドライブにセットします。
2. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
3. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。

●消去する項目を選択する

4. FILEタッチキーを押して，ファイルメニューを表示します。
5. ロータリノブで，ITEMタッチキー内の表示を選択します。選択された項目が消去の対

象になります。

●消去するファイル名を選択する

6. SAVE/LOADタッチキーを押して，セーブ/ロードメニューを表示します。
7. ロータリノブで，消去するファイルの表示を反転します。
8. DELETE SETタッチキーを押します。ファイル名の左横にアスタリスク＊が表示され

ます。消去するファイルとして認識されました。もう1度押すとアスタリスク＊が消
えます。消去の対象から解除されました。

●消去を実行する

9. 選択したあと，DELETE EXECタッチキーを押して，消去を実行します。

ファイルメニュー�

セーブ/ロード�
メニューの表示�
消去する項目�
の選択�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

消去の実行�
�
�
�
�

消去ファイルの�
選択�

�

�

セーブ/ロードメニュー�

アスタリスク�
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解　　説解　　説�
データの消去は，ファイルの項目(種類)ごとに選択して消去します。

Note
消去されたデータは回復できません。消去するファイルを間違えないようにしてください。

注　　意
アクセスインジケータが点滅しているときにフロッピーディスクを取り出すと，フ
ロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッピーディスク上の
データが壊れる恐れがあります。

9.7　セーブしたデータを消去する



10-1IM 704210-01J

10

そ
の
他
の
機
能
を
使
う

10.1 プロッタ出力をする
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
COPYメニュー

プロッタの選択�

プロッタ出力の実行�

プロッタパラメータ�
メニューの表示�

1. プロッタを接続します。詳細は後述の解説を参照してください。

●出力先をプロッタにする

2. COPYキーを押して，COPYメニューを表示します。
3. FLOPPY/PLOTTERタッチキーを押して，FLOPPY/PLOTTERタッチキー内の

PLOTTERの表示を反転します。PLOTTER PARAM.タッチキーが表示されます。

●プロッタパラメータを選択する

4. PLOTTER PARAM.タッチキーを押して，プロッタパラメータメニューを表示しま
す。
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・用紙サイズを選択する

5. PAPERタッチキーを押して，PAPERの表示を反転します。
6. ロータリノブで，用紙サイズを選択します。

・ペンスピードを選択する

7. SPEEDタッチキーを押して，SPEEDタッチキー内のNORMまたはLOWのどちらかの
表示を反転します。反転表示しているペンスピードが選択されています。

・ペンモードを選択する

8. PENMODEタッチキーを押して，PENMODEタッチキー内のAUTOまたはMANのど
ちらかの表示を反転します。反転表示しているペンモードが選択されています。
AUTOを選択したときは操作13に，MANを選択したときは，操作9に進みます。

・ペンの割り当てを選択する

9. GRIDタッチキーを押して，GRIDの表示を反転します。
10. ロータリノブで，GRIDに割り当てるペン番号を選択します。
11. GRAPHタッチキーを押して，GRAPHの表示を反転します。
12. ロータリノブで，GRAPHに割り当てるペン番号を選択します。

・COPYメニューに戻る

13. ESCタッチキーを押します。

プロッタメニュー�

用紙サイズの選択�

ペンスピードの選択�

ペンモードの選択�

GRIDに割り当てるペン番号の選択�

GRAPHに割り当てるペン番号の選択�

ペンモードがMANのときだけ表示�

�

●プロッタ出力を実行する

14. EXECタッチキーを押して，プロッタ出力を実行します。

10.1　プロッタ出力をする
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 解　　説解　　説� ●プロッタの接続

・使用できるプロッタ

HPーGLコマンド対応のプロッタを使用できます。下記にその一例を挙げます。
プロッタの機種によって作図可能範囲が異なり，印字の一部が欠けることがあります。

　HP-GLコマンド対応プロッタ当社製品：高速カラープロッタPL600(形名：700983)

・接続作業

1. 本機器，プロッタの電源がOFFになっていることを確認します。
2. GP-IBケーブルで，本機器とプロッタを接続します。しっかりとねじを締めて，コネ

クタを接続してください。

GP-IBコネクタ�

GP-IBケーブル�

・通信設定

・本機器側：プロッタへの出力を実行すると，自動的に「トークオンリモード」になりま
す。フロントパネルでの操作はできません。

・プロッタ側：「リッスンオンリモード」にしてください。

Note
・測定中はプロッタへの出力はできません。
・GP-IB インタフェースに関する説明は，別冊の「GP-IBインタフェースユーザーズマニュアル」
(IM704210-12J)をご覧ください。

●用紙サイズの選択

次の中から選択します。画面イメージデータをプロッタに出力します。

選択した用紙サイズ 出力サイズ 出力位置
A3 A3 中央
A4 A4 中央
A5 Upper A5 A4サイズの上部
A5 Lower A5 A4サイズの下部

詳細は9.5項を参照して�
ください。�

�

�

10.1　プロッタ出力をする
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●ペンスピードの選択

プロッタのペンスピードを次の中から選択します。
・NORM：プロッタの初期設定のスピードで描きます。
・SLOW：10cm/sのスピードで描きます。

●ペンの割り当ての選択

次の中から選択します。
・AUTO：プロッタのペンの数により，下表のように自動的にペンを割り当てます。

セットしたペンの数　　 GRID＊1 　　GRAPH＊2

1 　　　 1 　　　　　　1
2 　　　 1 　　　　　　2

・MAN：GRID＊1とGRAPH＊2に，それぞれ任意のペンを割り当てることができます。指
定できるペン番号は1～12です。

＊1：GRAPH以外のもの。文字/数字/グラフの枠/グリッド(格子)
＊2：ヒストグラム表示のビン/タイムバリエーション表示の折れ線

10.1　プロッタ出力をする
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10.2 リファレンス信号を入出力する
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

リファレンスクロックメニューの選択�

●BNCケーブルを接続する

1. リファレンス入出力端子にBNCケーブルを接続します。詳細は後述の解説を参照して
ください。

●リファレンス(基準クロック)を選択する

2. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
3. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。
4. REF CLOCKタッチキーを押して，リファレンスクロックメニューを表示します。
5. INTERNALタッチキーまたはEXTERNALタッチキーのどちらかを押して，リファレ

ンスを選択します。反転表示しているリファレンスが選択されています。

リファレンスクロックメニュー�

内蔵の基準クロック信号の選択�

外部の基準クロック信号の選択�

�
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解　　説解　　説� ●BNCケーブルの接続

本機器リアパネルのリファレンス入出力端子に，BNCケーブルを接続します。

IN OUT
REFERENCE

10MHz  1Vp-p 10MHz  1Vp-p

(リファレンス�
入力端子)

(リファレンス�
出力端子)

リファレンス入力回路� リファレンス出力回路�

22kΩ�

1.5kΩ�100pF 50Ω� 470pF

・外部の基準クロック信号の入力

リファレンス入力端子に外部の基準クロック信号を入力します。
・入力周波数範囲：10MHz±10Hz
・入力インピーダンス：1kΩ以上
・入力カップリング：AC
・入力レベル：1VP-P以上
・最大入力電圧：±10V

注　　意
上記の最大入力電圧を超える電圧をリファレンス入力端子に加えると，本機器を損
傷する恐れがあります。

・基準クロック信号の出力

リファレンス出力端子から，外部に基準クロック信号を出力します。後述で説明する「●
リファレンスの選択」で選ばれたほうの基準クロックが，常時出力されます。
・出力周波数：10MHz(Typical値＊)
・出力インピーダンス：50Ω(Typical値＊)
・出力カップリング：AC
・出力レベル：1VP-P以上，ただし，受け側の入力インピーダンスが50Ωのときのレベル
です。
＊Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

注　　意
リファレンス出力端子をショートしたり，外部から電圧を加えないでください。本
機器を損傷する恐れがあります。

●リファレンスの選択

次の中から選択します。
・INTERNAL：内蔵の基準クロック信号が選択されます。
・EXTERNAL：外部の基準クロック信号が選択されます。

10.2　リファレンス信号を入出力する
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10.3 モニタ出力をする
≡機能説明は1.7項≡

接続作業

本機器リアパネルのモニタ出力端子(CHA/CHB用それぞれ)に，BNCケーブルを接続しま
す。

解　　説解　　説�
CHAの測定入力信号に応じた信号がCHAモニタ出力端子に，CHBの測定入力信号に応じ
た信号がCHBモニタ出力端子に，各々の入力信号が測定されているときだけ出力されま
す。

(CHAモニタ�
出力端子)

(CHBモニタ�
出力端子)

モニタ出力回路�

CH A CH B
MONITOR   OUT

（50   ）（50   ）

50Ω�

＋5V

－5V

・出力インピーダンス：50Ω(Typical値＊)
・出力レベル：測定入力信号の約1/4(±5V以内)，ただしモニタ機器が入力インピーダン
ス50Ωで受けた場合
＊Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。

注　　意
モニタ出力端子をショートしたり，外部から電圧を加えないでください。本機器を
損傷する恐れがあります。
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10.4 設定を初期化(イニシャライズ)する
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
UTILITYメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

イニシャライズメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT1/3にします。
3. INITタッチキーを押して，イニシャライズメニューを表示します。

●初期化を実行する

4. EXECタッチキーを押します。

●初期化をキャンセルする

5. 操作3のあと，CANCELタッチキーを押します。

イニシャライズメニュー�

初期化の実行�

初期化のキャンセル�

�
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10.4　設定を初期化(イニシャライズ)する

解　　説解　　説� ●初期設定

初期化を実行すると，次のような設定になります。
・測定信号の取り込み：START ・サンプリングモード：H.HIST
・測定ファンクション：PERIOD ・測定チャネル：CHA
・スロープ： ・入力カップリング ：DC
・入力インピーダンス：1MΩ ・トリガモード：MANUAL
・トリガレベル：0.000V ・ゲートの種類：EVENT
・イベント数：100 ・ゲート時間：1.000ms
・外部ゲートの極性： ・サンプリングインターバル：MIN
・アーミングソース：AUTO ・アーミングのスロープ：
・アーミングディレイ：OFF ・アーミングディレイ時間：1.000ms
・インヒビット：OFF ・表示形式：HISTOGRAM
・演算エリア ：WINDOW ・定数T：40.0ns
・マルチウインドウ ：SINGLE ・マルチウインドウのモード：AUTO
・ウインドウサイズ ：1 ・リファレンスクロック：INTERNAL

●初期化できない項目

・日付/時刻 ・内蔵メモリにストアされた設定情報
・通信アドレス(工場出荷時は1) ・画面のコントラスト(工場出荷時は15)
・操作音(工場出荷時はON)

Note
初期化を実行すると，測定/演算などの動作を中断します。
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10.5 キャリブレーションする
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
UTILITYメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

キャリブレーションメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT2/3にします。
3. CALIBRATIONタッチキーを押して，キャリブレーションメニューを表示します。
4. EXECタッチキーを押します。DONEを表示します。

キャリブレーションメニュー�

キャリブレーションの実行�

�

(キャリブレーション実行中はアスタリスク＊を�
表示し，終了後にDONEを表示)

解　　説解　　説�
内蔵の校正信号で，入力アンプのオフセット電圧，および時間/電圧変換回路の変換係数
などの校正を自動的にします。
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10.6 画面のコントラストを設定する
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
UTILITYメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

コンフィグメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT1/3にします。
3. CONFIGタッチキーを押して，コンフィグメニューを表示します。
4. CONTRASTタッチキーを押して，CONTRASTの表示を反転します。
5. ロータリノブで，コントラストを設定します。

コンフィグメニュー�

コントラストの設定�

�

解　　説解　　説�
設定範囲：0～30
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10.7 タッチキーの操作音をON/OFFする
≡機能説明は1.7項≡

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
UTILITYメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

UTILITYメニューの選択�

コンフィグメニューの表示�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT1/3にします。
3. CONFIGタッチキーを押して，コンフィグメニューを表示します。
4. BEEPタッチキーを押して，BEEPタッチキーのOFFまたはONのどちらかの表示を反

転します。反転表示している文字が選択されています

コンフィグメニュー�

操作音の選択�

�

解　　説解　　説�
次の中から選択します。
・OFF：操作音を鳴らしません。
・ON：操作音を鳴らします。
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11.1　故障？ちょっと調べてみてください

・画面にメッセージが表示されているときの対処方法については，「11.2　メッセージ一
覧」をご覧ください。

・サービスが必要なとき，または下記の対処をしても正常に動作しないときは，裏表紙に
記載の横河エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申しつけください。

内容 考えられる原因 対処方法 参照項

電源が入らない 定格の範囲外の電源を使用 正しい電源を使用してください 3.3
している
サーキットブレーカがOFFに サーキットブレーカがOFFになった原因 11.7
なっている を確認後，問題なければ，ONにしてく

ださい
画面に何も表示 画面が極端に暗くなっている コントラストを調整してください 10.6
されない

画面の温度が低い 周囲温度を5℃以上に設定してください －
画面の表示がおかしい システムが異常である 電源を再投入してください －
キー操作ができない リモート状態である ローカル状態にしてください ＊
測定ができない トリガレベルが正しくない トリガレベルを正しく設定してください 6.1

測定CHが選択されていない CHを確認してください 5.2～5.6
測定範囲を超えている 測定範囲を確認してください 5.2～5.6
アーミングが適切でない アーミングを確認してください 6.3
インヒビットが適切でない インヒビットを確認してください 6.4
リファレンスが正しくない リファレンスを確認してください 10.2

フロッピーディ フロッピーディスクが初期化され 新しいフロッピーディスク 9.2
スクにデータが ていない を使用するときは初期化が
セーブできない 必要です

フロッピーディスクが正しくセッ イジェクトボタンが完全に飛び出すまで 9.1
トされていない 押し込んでください
フロッピーディスクにプロ プロテクトを解除してくだ －
テクトがかかっている さい
フロッピーディスクに空き容 不要なファイルを消すか，新しいフロッ 9.1，9.2
量(使用可能容量)がない ピーディスクを使用してください 9.7

フロッピーディ フロッピーディスクが正しく イジェクトボタンが完全に 9.1
スクからデータ セットされていない 飛び出すまで押し込んでく
がロードできない。 ださい

測定中にロードしようとしている 測定終了または中断してからロード 9.3，9.4
してください

＊　GP-IBインタフェースユーザーズマニュアル(IM704210-12J)参照
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11.2 メッセージ一覧

画面に表示されるメッセージには，次の3つの種類があります。
・エラーメッセージ
実行不可能な操作をしたとき，機器が異常な状態にあるときに表示されます。

・警告メッセージ
機器が警告を必要とする状態にあるときに表示されます。例：測定データのオーバーフロー

・ステータスメッセージ
機器の状態を示すメッセージです。画面下部に表示されます。例：AUTO LOADING!

ここでは，エラーメッセージ(通信関連のエラーメッセージを除く)が表示されたときの原
因とその対処方法，および警告メッセージの意味について説明しています。
通信関連のエラーメッセージは，通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM704210-
12J)をご覧ください。

エラーメッセージ
エラーメッセージ(通信関連のエラーメッセージを除く*)は，画面中央に表示されます。
＊通信関連のエラーメッセージは，警告メッセージと同じエラーログウインドウに表示さ
れます。

No. メッセージ 参照項

602 No disk inserted. 9.1
フロッピーディスクがドライバにセットされていません。フロッピーディスクをセットしてください。

604 Floppy disk isn't formatted. 9.2
フロッピーディスクがフォーマットされていません。フォーマットしてください。

605 File not found. －
ファイルが存在しません。ファイルを確認してください。

606 Disk is write-protected. －
フロッピディスクが書き込み禁止になっています。書き込み可能にしてください。

609 Same file already exists. －
同名のファイルが存在します。違うファイル名でセーブしてください。

610 Invalid file name. 9.3，9.4
ファイル名に誤りがあります。正しいファイル名を再度入力してください。 9.5

612 Disk is full. 9.2
フロッピーディスクの空き容量(使用可能容量)が不足しています。新しいフロッピーディスクを
使用してください。

615 Disk format failure. 9.2
フォーマットに失敗しました。再度フォーマットをしてみてください。

620 File access failure. －
ファイルのアクセス中に異常が発生しました。ファイルが壊れている可能性があります。

621 Invalid data format. －
データフォーマットが異常です。ファイルを確認してください。

671 Measurement is in progress. 9.3，9.4
測定中，ファイルアクセスはできません。

672 Data to be saved don't exist. －
セーブするデータが存在しません。

701 During output to plotter . 10.1
プロッタ出力中は操作できません。

906 Fan stopped. Turn OFF the power immediately. －
冷却ファンが停止しました。ただちに電源を切ってください。
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警告メッセージ
警告メッセージがあるときは，下図のように画面上部に警告マークが表示されます。

MODE

警告マーク�

このとき，UTILITYトップメニューからエラーログウインドウを表示させて，警告メッ
セージを一覧できます。。メッセージが多くてウインドウ内に表示しきれないとき(通信関
連のエラーメッセージを伴うとき)は，ロータリノブを回すとスクロールします。操作の詳
細は11.3項を参照してください。

No. メッセージ 参照項

051 Time stamp data overflows. 6.2
タイムスタンプデータがオーバフローを起こしました。320sを超えました。

052 Measurement data overflows. 12.2
測定データが，オーバーフローを起こしました。測定範囲を超えました。

11.2　メッセージ一覧
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11.3 エラーロギング機能を使う

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

エラーログウインドウの表示�

UTILITYメニューの選択�

(ソフトバージョンの表示)

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT3/3にします。

●メッセージを表示/クリアする

3. ERROR LOGタッチキーを押して，エラーログウインドウを表示します。
4. メッセージが多くてウインドウ内に表示しきれないときは，ロータリノブでスクロー

ルして見ることができます。
5. メッセージをクリア(消す)ときは，CLEARタッチキーを押します。
6. エラーログウインドウを閉じるときは，OKタッチキーを押します。

エラーログウインドウ�

警告メッセージを表示�

メッセージのクリア�

エラーログウインドウを閉じる�

解　　説解　　説�
警告メッセージまたは通信関連のメッセージが発生したときは，下図のように警告マーク
を表示します。エラーログウインドウで，あとでまとめてメッセージを見ることができま
す。

MODE

警告マーク�

Note
通信関連のエラーメッセージは，上記操作でのクリアできます。警告メッセージは，測定を再ス
タートしてその測定が正しいとき，自動的に消えます。
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11.4 セルフテストをする

操　　作操　　作� ・各メニューの途中から抜け出すときは，トップメニューキー，または画面に表示されて
いるESCタッチキーを押します。
UTILITYトップメニュー

MODE

FUNCTION

DISPLAY

SAMPLE

INPUT

UTILITY

セルフテストメニューの表示�

UTILITYメニューの選択�

1. UTILITYキーを押して，UTILITYトップメニューを表示します。
2. NEXTタッチキーを押して，NEXTタッチキー内の表示をNEXT1/3にします。
3. SELFTESTタッチキーを押して，セルフテストメニューを表示します。
●ボードテストをする

4. BOARD TESTタッチキーを押して，BOARD TESTの表示を反転します。
・ボードテストを実行する

5. EXECキーを押します。テストが開始され結果が表示されます。テストが終了すると
ESCタッチキーが表示されます。各項目でPASSの文字が表示されないときは，異常
です。

・セルフテストメニューに戻る

6. ESCタッチキーを押して，セルフテストメニューに戻ります。
●キー/ロータリノブテストをする

7. KEY TESTタッチキーを押して，KEY TESTの表示を反転します。
・キー/ロータリノブテストを実行する

8. EXECキーを押します。テストが開始されフロントパネル図が画面に表示されます。
9. 各キーを押して，対応する部分の表示が反転することを確認します。また。ロータリ

ノブを回して，ロータリノブのアイコンが回転することを確認します。
・セルフテストメニューに戻る

10. ESCタッチキーを押して，セルフテストメニューに戻ります。
●タッチキーテストをする

11. TOUCHKEY TESTタッチキーを押して，TOUCHKEY TESTの表示を反転します。
・タッチキーテストを実行する

12. EXECキーを押します。画面に1～60までの数字が表示されます。
13. 数字を押したとき，押した数字の表示がすべて反転することを確認します。
・セルフテストメニューに戻る

14. 操作キーを押して，セルフテストメニューに戻ります。
●ディスプレイテストをする

15. DISPLAY TESTタッチキーを押して，DISPLAY TESTの表示を反転します。
・ディスプレイテストを実行する

16. EXECキーを押します。画面全体が青っぽく表示されます。白い点がないことを確認
します。

17. 矢印キー/ロータリノブで，コントラストが変わることを確認します。
・セルフテストメニューに戻る

18. 矢印キーを除く操作キーを押して，セルフテストメニューに戻ります。

セルフテストメニュー�

ボードテス�
トの選択�
キー/ロータリ�
テストの選択�

ディスプレイ�
テストの選択�

テストの実行�

タッチキー�
テストの選択�
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11.4　セルフテストをする

解　　説解　　説�
フロント/リアパネルの各端子に接続されているケーブルをすべて外して，測定ストップ
の状態にしてください。

●いずれかのテスト項目で，異常が確認されたとき

故障と思われます。裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申し
つけください。

●ボードテスト

・表示例

・ボードテストで，下図の警告メッセージが表示されたとき

「LOW BATTERY」の警告メッセージが表示されると，リチウムバッテリを交換する必
要があります。「CALIBRATION DATA LOST」の警告メッセージが表示されると，内
部の校正値が失われた可能性があります。再校正が必要です。
いずれの場合もお客様ではできません。裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス
(株)までお申しつけください。

警告メッセージ�

Note
測定中にボードテストを実行すると，エラーになることがあります。

●キー/ロータリノブテスト

表示例
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●タッチキーテスト

表示例

●ディスプレイテスト

表示例

11.4　セルフテストをする
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11.5 タイムベースの調整をする

注　　意
●各機器の入力端子に，最大入力電圧を超える電圧を加えないでください。入力部が
損傷する恐れがあります。

●各機器の出力端子をショートしたり，外部から電圧を加えないでください。内部回
路が損傷する恐れがあります。

●準備する機器

次の機器を準備します。
・標準周波数発生器

・周波数確度：0.1ppm以下
・推奨機器：Rb原子発振器FC6011B(富士通製)，またはHP5065A(HP製)
・周波数カウンタ

・周波数分解能：1Hz以下
・推奨機器：タイムインターバルアナライザTA1100(横河電機製)

以下に，推奨機器を使用した場合のタイムベース(基準クロック)の調整方法を説明します。

●機器の接続

・各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，機器の接続をしてください。
・標準周波数発生器の出力を周波数カウンタ(TA1100)のREFERENCE IN (リアパネル)に
接続して，外部基準周波数で測定をします。

・TA320の REFERENCE OUT(リアパネル)を周波数カウンタ(TA1100)のCHAに接続し
ます。

TA1100

TA320 YOKOGAWA100ps Resolution 14M S/s
Time Interval Analyzer

TA320 周波数カウンタ�
(TA1100)

標準周波数発振器�
(FC6011B)

REFERENCE OUT

REFERENCE IN

OUTPUT

CHA

●機器の設定

・TA320：特にありません。
・TA1100：
・ファンクション：周波数A
・ゲート時間：1ms
・サンプル数：1
・サンプリングモード：FREE
・表示：NUMERIC
・入力設定CHA：DCカップル，ATT＝OFF，50Ω，トリガレベル＝0V
・REFERENCE：EXTERNAL

・Rb原子発振器：特にありません。
●調整方法

・TA320は，ウォームアップ30分後に調整をします。
・TA320のリアパネルREF ADJUSTを回して，周波数カウンタの読み取り値が以下の範
囲内になるように調整します。
9.999990MHz～10.000010MHz(10MHz±10Hz ，±1ppm以内)
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11.6 性能試験をする

注　　意
●各機器の入力端子に，最大入力電圧を超える電圧を加えないでください。入力部が
損傷する恐れがあります。

●各機器の出力端子をショートしたり，外部から電圧を加えないでください。内部回
路が損傷する恐れがあります。

トリガ電圧確度の試験
●準備する機器

次の機器を準備します。
直流電圧発生器

・電圧確度：1mV以下
・推奨機器：プログラマブル直流電圧/電流源7651(横河電機製)

以下に，推奨機器を使用した場合のトリガ電圧確度の試験方法を説明します。

●機器の接続

・各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，機器の接続をしてください。
・直流電圧発生器の出力をTA320の入力端子(CHA/CHB)に接続します。

7651 PROGRAMABLE DC SOURCE
YOKOGAWA

TA320 YOKOGAWA100ps Resolution 14M S/s
Time Interval Analyzer

TA320 直流電圧発生器(7651)

CHA CHB

OUTPUT

●機器の設定

・TA320：入力設定：DCカップル，1MΩ，トリガレベル＝0V
・7651：出力レベル ：4.000V

：2.000V
：0V
：－2.000V
：－4.000V

Note
外部環境の影響で，ノイズが発生するときは，信号線-グランド間に1μFのコンデンサを接続して
ください。
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●試験方法

・TA320は，ウォームアップ30分後に試験をします。
・本試験は，入力された直流電圧とTA320が設定するトリガレベルとを比較して，トリガ
レベルの誤差を試験します。

・実際のトリガレベル検出は，TA320の入力インジケータをモニタして行います。

　試験の手順

1. 7651の出力をTA320のCHAに接続します。
2. 7651の出力レベルを4.000Vに設定します。
3. TA320のトリガレベルを4.100Vに設定します。
4. TA320を測定スタート状態にします。
5. TA320のトリガレベルを5mVステップで下げていきます。徐々に下げていって，入力

インジケータが点灯したときのトリガレベルをVLとして記録します。
6. TA320のトリガレベルを3.900Vに設定します。
7. TA320のトリガレベルを5mVステップで上げていきます。徐々に上げていって，入力

インジケータが点灯したときのトリガレベルをVHとして記録します。
8. VL，VHの値からその平均値をトリガ電圧とし，判定基準内にあることを確認しま

す。
VTRIG＝(VL＋VH)/2

9. 直流電圧発生器の出力を2.000V，0V，－2.000V，－4.000Vに設定して同様の試験
をします。

10. CHBについても操作1～操作9を繰り返します。

●試験結果

・CHA

7651の電圧 　VL 　VH VTRIG 判定基準
4.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　 3.83V～4.17V
2.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　1.91V～2.09V
0.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　－0.01V～0.01V
－2.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　－2.09V～－1.91V
－4.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　－4.17V～－3.83V

・CHB

7651の電圧 　VL 　VH VTRIG 判定基準
4.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　3.83V～4.17V
2.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　1.91V～2.09V
0.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　－0.01V～0.01V
－2.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　－2.09V～－1.91V
－4.000V 　　　　　 　　　　　 　　　　　　　－4.17V～－3.83V

11.6　性能試験をする
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入力感度の試験
●準備する機器

次の機器を準備します。
シンセサイズド信号発生器

・周波数範囲：10MHz～50MHz以上
・出力レベル：720mVrms以上
・出力レベル確度：±0.1dB以下
・推奨機器：シンセサイズド信号発生器8657B(HP製)

以下に，推奨機器を使用した場合の入力感度の試験方法を説明します。

●機器の接続

・各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，機器の接続をしてください。
・シンセサイズド信号発生器の出力をTA320の入力端子(CHA/CHB)に接続します。

8657B

TA320 YOKOGAWA100ps Resolution 14M S/s
Time Interval Analyzer

TA320 シンセサイズド信号発生器�
(8657B)

REFERENCE IN
REFERENCE OUT

OUTPUT
CHBCHA

●機器の設定

・TA320：
・サンプリングモード：ハードウエアヒストグラムモード
・入力設定：DCカップル，50Ω(CHA/CHBとも)，トリガレベル＝0V
・ファンクション：周期A，B
・ゲート：イベント，1000000
・リファレンス：外部
・X CENTER，X SPAN：

入力周波数 XCENTER XSPAN
10MHz 100ns 20ns
20MHz 50ns 20ns
40MHz 25ns 20ns

・Y HIGH：106

・8657B：
・周波数 ：10MHz

：20MHz
：40MHz

・レベル ：35mVrms

11.6　性能試験をする
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●試験方法

・TA320は，ウォームアップ30分後に試験をします。
・8657Bの周波数を以下の値に設定して，TA320の周期測定で測定値(平均値と標準偏差)
が下記の判定基準内にあることを確認します。TA320のCHAとCHBについて同様の試
験をします。

●試験結果

・CHA

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 99.7ns～100.3ns 480ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 390ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 340ps以下

・CHA

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 99.7ns～100.3ns 480ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 390ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 340ps以下

・CHB

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 99.7ns～100.3ns 480ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 390ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 340ps以下

・CHB

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 99.7ns～100.3ns 480ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 390ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 340ps以下

11.6　性能試験をする
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周期分解能，最小測定値，最小入力パルス幅の試験
●準備する機器

次の機器を準備します。
シンセサイズド信号発生器

・周波数範囲：10MHz～50MHz以上
・出力レベル：720mVrms以上
・出力レベル確度：±0.1dB以下
・推奨機器：シンセサイズド信号発生器8657B(HP製)

以下に，推奨機器を使用した場合の入力感度の試験方法を説明します。

●機器の接続

・各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，機器の接続をしてください。
・シンセサイズド信号発生器の出力をTA320の入力端子(CHA/CHB)に接続します。

8657B

TA320 YOKOGAWA100ps Resolution 14M S/s
Time Interval Analyzer

TA320 シンセサイズド信号発生器�
(8657B)

REFERENCE IN
REFERENCE OUT

OUTPUT
CHBCHA

●機器の設定

・TA320：
・サンプリングモード：ハードウエアヒストグラムモード
・入力設定：DCカップル，50Ω(CHA/CHBとも)，トリガレベル＝0V
・ファンクション：周期A，B
・ゲート：イベント，1000000
・リファレンス：外部
・X CENTER，X SPAN：

入力周波数　 XCENTER XSPAN
10MHz 100ns 20ns
20MHz 50ns 20ns
40MHz 25ns 20ns
50MHz 20ns 20ns

・Y HIGH：106

・8657B：
・周波数 ：10MHz

：20MHz
：40MHz
：50MHz

・レベル：360mVrms

11.6　性能試験をする
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●試験方法

・TA320は，ウォームアップ30分後に試験をします。
・8657Bの周波数を以下の値に設定して，TA320の周期測定で測定値(平均値と標準偏差)
が下記の判定基準内にあることを確認します。TA320のCHAとCHBについて同様の試
験をします。

・50MHzの測定が可能であることが，最小入力パルス幅の試験になります。

●試験結果

・CHA

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 99.7ns～100.3ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 310ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 300ps以下
50MHz 　 　　　 19.7ns～20.3ns 300ps以下

・CHA

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 99.7ns～100.3ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 310ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 300ps以下
50MHz 　 　　　 19.7ns～20.3ns 300ps以下

・CHB

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 99.7ns～100.3ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 310ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 300ps以下
50MHz 　 　　　 19.7ns～20.3ns 300ps以下

・CHB

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 99.7ns～100.3ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 49.7ns～50.3ns 310ps以下　
40MHz 　 　　　 24.7ns～25.3ns 300ps以下
50MHz 　 　　　 19.7ns～20.3ns 300ps以下

11.6　性能試験をする
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パルス幅分解能，最小測定値の試験
●準備する機器

次の機器を準備します。
シンセサイズド信号発生器

・周波数範囲：10MHz～50MHz以上
・出力レベル：720mVrms以上
・出力レベル確度：±0.1dB以下
・推奨機器：シンセサイズド信号発生器8657B(HP製)

以下に，推奨機器を使用した場合の入力感度の試験方法を説明します。

●機器の接続

・各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，機器の接続をしてください。
・シンセサイズド信号発生器の出力をTA320の入力端子(CHA/CHB)に接続します。

8657B

TA320 YOKOGAWA100ps Resolution 14M S/s
Time Interval Analyzer

TA320 シンセサイズド信号発生器�
(8657B)

REFERENCE IN
REFERENCE OUT

OUTPUT
CHBCHA

●機器の設定

・TA320：
・サンプリングモード：ハードウエアヒストグラムモード
・入力設定：DCカップル，50Ω(CHA/CHBとも)，トリガレベル＝0V
・ファンクション：パルス幅A，B
・ゲート：イベント，1000000
・リファレンス：外部
・X CENTER，X SPAN：

入力周波数　 XCENTER XSPAN
10MHz 50ns 20ns
20MHz 25ns 20ns

・Y HIGH：106

・8657B：
・周波数 ：10MHz

：20MHz
・レベル：360mVrms

11.6　性能試験をする
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●試験方法

・TA320は，ウォームアップ30分後に試験をします。
・8657Bの周波数を以下の値に設定して，TA320のパルス幅測定で測定値(平均値と標準
偏差)が下記の判定基準内にあることを確認します。TA320のCHAとCHBについて同様
の試験をします。

●試験結果

・CHA

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 48.4ns～51.6ns 320ps以下
20MHz 23.7ns～26.3ns 310ps以下

・CHA

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 48.4ns～51.6ns 320ps以下
20MHz 23.7ns～26.3ns 310ps以下

・CHB

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 48.4ns～51.6ns 320ps以下
20MHz 23.7ns～26.3ns 310ps以下

・CHB

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 48.4ns～51.6ns 320ps以下
20MHz 23.7ns～26.3ns 310ps以下

11.6　性能試験をする
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AtoBインターバル分解能の試験
●準備する機器

次の機器を準備します。
・シンセサイズド信号発生器

・周波数範囲：10MHz～50MHz以上
・出力レベル：720mVrms以上
・出力レベル確度：±0.1dB以下
・推奨機器：シンセサイズド信号発生器8657B(HP製)
・パワーデバイダ

・特性インピーダンス：50Ω
・推奨機器：パワーデバイダ700966(横河電機製)

以下に，推奨機器を使用した場合の入力感度の試験方法を説明します。

●機器の接続

・各機器の電源がOFFになっていることを確認してから，機器の接続をしてください。
・シンセサイズド信号発生器の出力を，TA320の入力端子(CHA/CHB)にパワーデバイダ
を介して接続します。

・パワーデバイダからTA320の2つの入力端子(CHA/CHB)への接続は，同じ長さの同軸
ケーブルを使用します。

8657B

TA320 YOKOGAWA100ps Resolution 14M S/s
Time Interval Analyzer

CHA

TA320 シンセサイズド信号発生器�
(8657B)

REFERENCE IN
REFERENCE OUT

OUTPUTCHB

パワーデバイダ�

●機器の設定

・TA320：
・サンプリングモード：ハードウエアヒストグラムモード
・入力設定：DCカップル，50Ω(CHA/CHBとも)，トリガレベル＝0V
・ファンクション：AtoBインターバル
・ゲート：イベント，1000000
・リファレンス：外部
・X CENTER，X SPAN：
・A B またはA B のとき

入力周波数　 XCENTER XSPAN
10MHz 100ns 20ns
20MHz 50ns 20ns

・A B またはA B のとき

入力周波数　 XCENTER XSPAN
10MHz 100ns 20ns
20MHz 50ns 20ns

・Y HIGH：106

・8657B：
・周波数 ：10MHz

：20MHz
・レベル：720mVrms

11.6　性能試験をする
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●試験方法

・TA320は，ウォームアップ30分後に試験をします。
・8657Bの周波数を以下の値に設定して，TA320のタイムインターバル測定で測定値
(平均値と標準偏差)が下記の判定基準内にあることを確認します。

●試験結果

・A B

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 98.4ns～101.6ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 48.7ns～51.3ns 310ps以下　

・A B

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 98.4ns～101.6ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 48.7ns～51.3ns 310ps以下　

・A B

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 48.4ns～51.6ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 23.7ns～26.3ns 310ps以下　

・A B

8657Bの周波数 平均値 標準偏差
測定値 判定基準 測定値 判定基準

10MHz 　 　　　 48.4ns～51.6ns 320ps以下
20MHz 　 　　　 23.7ns～26.3ns 310ps以下　

11.6　性能試験をする
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11.7 サーキットブレーカについて

注　　意
サーキットブレーカが働いて電源がしゃ断されたときは，内部回路に何らかの異常
が発生したことが考えられます。リセットボタンが元の位置に戻らないときは，何
回もリセット操作を行わず，裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)ま
でご連絡ください。

●サーキットブレーカの位置

電源ヒューズの代わりに内部回路を保護するサーキットブレーカが，リアパネルに装備さ
れています。サーキットブレーカの位置は「2.2　リアパネル」を参照してください。

●サーキットブレーカの動作

過負荷状態になり，内部回路に過電流が流れると，電源をしゃ断します。電源がしゃ断さ
れると，下図のようにリセットボタンが飛び出し，白いインジケータ部が露出します。

白いインジケータ部�

サーキットブレーカの�
リセットボタン�

●サーキットブレーカのリセット方法

サーキットブレーカが働いて電源がしゃ断されたときは，1分間以上待ってリセットボタ
ンを押し込むことで，元の状態に復帰することができます。
ただし，過負荷状態が引き続き起こるときは，トリップフリー機構が働き，リセットボタ
ンが元の位置に戻りません。

Note
ヒューズは，本体ケース内にあるためお客様では交換できません。万一，ヒューズが切れていると
思われるときは，裏表紙に記載の横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡ください。
下記に，本体ケース内で使用されているヒューズの定格を記載します。

使用場所 最大定格電圧 最大定格電流 タイプ 規格
電源ユニット(F1) 250V 3A タイムラグ UL/CSA認定
(右記ヒューズのどちらか 250V 3.15A タイムラグ VDE認定
 を使用)
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12.1 測定入力/トリガの仕様

項目 仕様

入力チャネル数 2(CHA，CHB)
入力カップリング DC/AC
入力コネクタ BNCコネクタ
入力インピーダンス 50Ω/1MΩ，20pF(Typical値*1)
周波数特性(-3dB点) ・入力カップリングDCのとき：DC～100MHz(Typical値*1)

・入力カップリングACのときで，
　・入力インピーダンス50Ωのとき：680kHz～100MHz(Typical値*1)
　・入力インピーダンス1MΩのとき：35Hz～100MHz(Typical値*1)

内部ジッタ 300ps rms
最小入力パルス幅 10ns
動作電圧範囲 －5V～5V
最大入力電圧 ・入力インピーダンス50Ωのとき：5Vrms

・入力インピーダンス1MΩのときで，
　・DC≦入力周波数≦100kHzで，40V(DC＋ACpeak)
　・100kHz＜入力周波数≦100MHzで，{3.5/f＋5}V(DC＋ACpeak)，fはMHz単位の周波数
・過電圧カテゴリ:ⅠおよびⅡ

入力感度*2 100mVp-p

入力アンプノイズ 400μVrms(Typical値*1)
トリガ ・トリガモード：シングルオートトリガ/リピートオートトリガ/マニュアルトリガから選択

・トリガレベル
　・設定範囲：－5V～5V(マニュアルトリガのときは，パネル操作で設定可能)
　・確度*2：±(10mV＋設定値の4％)
　・設定分解能：5mV
・シングルオートトリガ/リピートオートトリガの入力信号条件：1kHz～50MHz
・シングルオートトリガ/リピートオートトリガの設定時間：0.7s(Typical値*1)

サンプリング ・サンプリングモード：タイムスタンプモード/ハードウエアヒストグラムモードから選択
・最高サンプルレート
　連続14MS/s(約71nsインターバル)
　ただし，デューティ比/位相差測定のときは7MS/s(約142nsインターバル)
・最大サンプルサイズ(データの個数の最大値)
　・タイムスタンプモードのとき：32,000
　　(ただし，デューティ比/位相差測定のときは16,000)
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：99,999,999
　　(ただし，デューティ比/位相差の測定機能はありません)
・サンプリングインターバル
　MIN，1/2/4/10/20/40/100/200/400μs，1/2/4ms
　MINは最高サンプルレートのときの間隔に相当します。
　タイムスタンプモードのときだけ選択します。
・最長サンプリング時間：320s(ア－ミングがかかってからの時間)

＊1：Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
＊2：入力カップリングDC，入力インピーダンス1MΩ，一般仕様に記載の基準動作状態，ウォームアップ時間経過後に測定し

た値です。
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12.2 測定ファンクション(測定項目)の仕様

項目 仕様

測定更新レート*1 400ms(ハードウエアヒストグラムモードのみ)
サンプルサイズ(イベント数)1000で，1MHzの正弦波の周期測定をしたときの更新レートです。

周期 ・測定範囲
　・タイムスタンプモードのとき：30ns～100ms
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：30ns～3.2μs
・表示分解能
　・タイムスタンプモードのとき：100ps
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：

100ps，または(ヒストグラムのX軸スパン/200)のどちらか大きい方
・測定分解能*1

　・タイムスタンプモードのとき：±300ps rms± 2 ×トリガエラー*2

　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：
±(300ps rms，または表示分解能のどちらか大きい方)± 2 ×トリガエラー*2

・確度*1

±300ps rms± 2 ×トリガエラー*2±(タイムベースの周波数安定度×測定値)±300psシス
テマティックエラー　

・スロープ： / から選択
タイムインターバル
・AtoBインターバル ・測定範囲

　・タイムスタンプモードのとき：5ns～100ms
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：5ns～3.2μs
・表示分解能
　・タイムスタンプモードのとき：100ps
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：

100ps，または(ヒストグラムのX軸スパン/200)のどちらか大きい方
・測定分解能*1

　・タイムスタンプモードのときで，
・スロープがA B /A B /A B /A B のとき：
±300ps rms±A入力トリガエラー*2±B入力トリガエラー*2

・スロープがA B /A B のとき：
±300ps rms±A入力トリガエラー*2±B入力トリガエラー*2±トリガレベルタイミングエラー*3

　・ハードウエアヒストグラムモードのときで，
・スロープがA B /A B /A B /A B のとき：
±(300ps rms，または表示分解能のどちらか大きい方)±A入力トリガエラー*2±B入力トリガエラー*2

・スロープがA B /A B のとき：
±(300ps rms，または表示分解能のどちらか大きい方)±A入力トリガエラー*2±B入力トリ
ガエラー*2±トリガレベルタイミングエラー*3

・確度*1

±300ps rms±トリガレベルタイミングエラー*3±(タイムベースの周波数安定度×測定値)±
1nsシステマティックエラー

・スロープ：A B /A B /A B /A B /A B /A B から選択
・連続測定条件*1：AtoB測定後の次のAtoB測定までの時間が30ns以上で，CHAの周期が71ns以上

・AtoBtoAインターバル ・測定範囲
　・タイムスタンプモードのとき：AtoB：30ns～100ms，BtoA：30ns～100ms
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：AtoB：30ns～3.2μs，BtoA：30ns～3.2μs
・表示分解能
　・タイムスタンプモードのとき：100ps
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：

100ps，または(ヒストグラムのX軸スパン/200)のどちらか大きい方
・測定分解能*1

　・タイムスタンプモードのとき：±300ps rms±A入力トリガエラー*2±B入力トリガエラー*2

　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：
±(300ps rms，または表示分解能のどちらか大きい方)±A入力トリガエラー*2±B入力トリガエラー*2

・確度*1

±300ps rms±トリガレベルタイミングエラー*3±(タイムベースの周波数安定度×測定値)±
1nsシステマティックエラー　

・スロープ：A B A /A B A /A B A /A B A から選択
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項目 仕様

パルス幅 ・測定範囲
　・タイムスタンプモードのとき：30ns～100ms
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：30ns～3.2μs
・表示分解能
　・タイムスタンプモードのとき：100ps
　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：

100ps，または(ヒストグラムのX軸スパン/200)のどちらか大きい方
・測定分解能*1

　・タイムスタンプモードのときで，
・ポラリティが / のとき：
±300ps rms±立ち上がりトリガエラー*2±立ち下がりトリガエラー*2

・ポラリティが のとき：
±300ps rms±立ち上がりトリガエラー*2±立ち下がりトリガエラー*2±トリガレベルタイミン
グエラー*3

・ポラリティが22Tのとき：
±300ps rms± N ×(立ち上がりトリガエラー*2＋立ち下がりトリガエラー*2＋トリガレベ
ルタイミングエラー*3)，Nは22Tの間に通過したエッジの数

　・ハードウエアヒストグラムモードのときで，
・ポラリティが / のとき：
±(300ps rms，または表示分解能のどちらか大きい方)±立ち上がりトリガエラー*2±立ち下
がりトリガエラー*2

・ポラリティが のとき：
±(300ps rms，または表示分解能のどちらか大きい方)±立ち上がりトリガエラー*2±立ち下
がりトリガエラー*2±トリガレベルタイミングエラー*3

・確度*1

±300ps rms±トリガレベルタイミングエラー*3±(タイムベースの周波数安定度×測定値)±
1nsシステマティックエラー

・ポラリティ： / / /22Tから選択，ただし22Tはタイムスタンプモードだけ選択可
位相差 ・測定範囲：0～360deg(AtoB：71ns以上，BtoA：30ns以上にて)
(タイムスタンプ ・表示分解能：0.01deg
モードのときだけ) ・測定分解能*1：±(C/D－位相差の測定値)

C：AtoBインターバルの測定値＋―AtoBインターバルの測定分解能―
D：CHAの周期の測定値－ 2 ×―AtoBインターバルの測定分解能―

・確度*1：±(E/F－位相差の測定値)
E：AtoBインターバルの測定値＋―AtoBインターバルの確度―
F：CHAの周期の測定値－ 2 ×―AtoBインターバルの確度―

・スロープ：A B /A B /A B /A B から選択
デューティ比 ・測定範囲：0～99.999％(パルス幅71ns～100msの範囲にて測定可)
(タイムスタンプ ・表示分解能：0.001％，または(100ps/周期)×100％のどちらか大きい方
モードのときだけ) ・測定分解能*1：±(G/H－デューティ比の測定値)

G：パルス幅の測定値＋―パルス幅の測定分解能―
H：周期の測定値－ 2 ×―パルス幅の測定分解能―

・確度*1：±(J/K－デューティ比の測定値)
J：パルス幅の測定値＋―パルス幅の確度―
K：周期の測定値－ 2 ×―パルス幅の確度―

・ポラリティ： / から選択

＊1：一般仕様に記載の基準動作状態，ウォームアップ時間経過後に測定した値です。
＊2：トリガエラー/A入力トリガエラー/B入力トリガエラー/立ち上がりトリガエラー/立ち下がりトリガエラーは，次式によります。

　　　
X2＋En 2

S.R
　　

X：入力アンプ帯域内(100MHz)の信号ノイズ
En：被測定信号のノイズ
S.R：入力信号のスルーレート(V/s)

＊3：トリガレベルタイミングエラーは，次式によります。

±
15mV

スタート信号スルーレート
－

15mV
ストップ信号スルーレート

±
トリガレベル設定確度

スタート信号スルーレート
±

トリガレベル設定確度
ストップ信号スルーレート

12.2　測定ファンクション(測定項目)の仕様
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12.3 ゲート/アーミング/インヒビットの仕様

項目 仕様

ゲート ・ゲートの種類：EVENT(イベント)/TIME(タイム)/EXTERNAL(外部)から選択
・イベントゲートのときのイベント数の設定範囲(ただし，アーミングから320s以内)
　・タイムスタンプモードのときで，

・測定ファンクションが周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：1～32,000
・測定ファンクションが位相差/デューティ比のとき：1～16,000

　・ハードウエアヒストグラムモードのとき：1～99,999,999
・タイムゲートのときのゲート時間の設定範囲(ただし，各サンプリングモードの最大イベント数以内)
　・1μs≦ゲート時間＜5ms(設定分解能：200ns)
　・5ms≦ゲート時間≦10s(設定分解能：1ms)
・外部ゲートのときの許容時間
　1μs～320s，ただし，各サンプリングモードの最大イベント数以内
・ポラリティ： / から選択

アーミング ・アーミングソース：AUTO(オート)/EXT(外部)から選択
・アーミングディレイ(アーミングソースが外部のときだけ)
　・タイムディレイのときのディレイ時間の設定範囲

・1μs≦ディレイ時間＜5ms(設定分解能：200ns)
・5ms≦ディレイ時間≦1s(設定分解能：1ms)

　・イベントディレイ
1/2/3/4/5/6/7/8/9/10/20/30/40/50/60/70/80/90/100/200/300/400/500/600/
700/800/900/1000/2000/3000/4000/5000/6000/7000/8000/9000/10000/
20000/30000から選択

　・スロープ： / から選択
インヒビット ・有効時間：1μs～320s

・ポラリティ： / から選択
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12.4 表示の仕様

項目 仕様

表示部 ・サイズ：4.7型
・デバイス：液晶，抵抗膜方式タッチスクリーン
・表示分解能：320(水平)×240(垂直)ドット
・表示欠陥：全表示画素に対して，0.01％以下

表示形式 ・タイムスタンプモードのとき：
　ヒストグラム/リスト/タイムバリエーション/スタティスティクス(統計値)表示から選択
・ハードウエアヒストグラムモードのとき：
　ヒストグラム/リスト/スタティスティクス(統計値)/表示から選択

ヒストグラム表示，タイムスタンプモードのとき
・スケール：ヒストグラムのX軸/Y軸の設定
　・X CENTER(X軸中心値)の設定範囲

・測定ファンクションが周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：10ns～99.9999900ms
・測定ファンクションが位相差のとき：15.00～345.00deg
・測定ファンクションがデューティ比のとき：0.500～99.500％

　・X SPAN(X軸左右割り振り値)
・測定ファンクションが周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：2/4/10/20/40/100/
200/400ns，1/2/4/10/20/40/100/200/400μs，1/2/4/10/20/40/100msから選択

・測定ファンクションが位相差のとき：30/60/90/180/360degから選択
・測定ファンクションがデューティ比のとき：1/5/10/50/100％から選択

　・Y AXIS(Y軸目盛りの振り方)：LIN(等分目盛り)/LOG(対数目盛り)から選択
　・Y HIGH(Y軸最大値)

・Y軸目盛りがLINのとき：10/20/40/100/200/400/1000/2000/4000/10000/20000/
32000から選択

・Y軸目盛りがLOGのとき：101/102/103/104/105から選択
・リードアウト：マーカーを当てて,値の読み取り可能
・カルキュレーション
　・AREA：統計演算をするエリアの選択

WINDOW(ウインドウ/MARKER(マーカー)から選択
　・CONST T：統計演算/パルス幅測定のときのTの設定

設定範囲：10～999.9ns
ヒストグラム表示，ハードウエアヒストグラムモードのとき

・スケール：ヒストグラムのX軸/Y軸の設定
　・X CENTER(X軸中心値)の設定範囲：10ns～3.19μs
　・X SPAN(X軸左右割り振り値)：2/4/10/20/40/100/200/400ns，1/2/3.2μsから選択
　・W.SPACE(X軸中心値の間隔)の設定範囲(マルチウインドウのモードがAUTOのときだけ)：

0～250ns
　・Y AXIS(Y軸目盛りの振り方)：LIN(等分目盛り)/LOG(対数目盛り)から選択
　・Y HIGH(Y軸最大値)

・Y軸目盛りがLINのとき：10/20/40/100/200/400/1000/2000/4000/10000/20000/
40000/105/106/107/108から選択

・Y軸目盛りがLOGのとき：101/102/103/104/105/106/107/108から選択
・リードアウト：マーカーを当てて,値の読み取り可能
・カルキュレーション
　・AREA：統計演算をするエリアの選択

WINDOW(ウインドウ/MARKER(マーカー)から選択
　・CONST T：統計演算/パルス幅測定のときのTの設定

設定範囲：10～999.9ns
・マルチウインドウ：複数個のヒストグラムのデータ解析可能
　・マルチウインドウのON/OFF可能
　・ウインドウサイズの設定範囲：1～16
　・モード：AUTO(オート)/MAN(マニュアル)から選択
・パノラマ表示：複数のヒストグラムの全体を見渡すことが可能
　・パノラマ表示のON/OFF可能
　・パノラマエリアの選択：0～3.2μsの範囲を4分割して，パノラマ表示可能

ヒストグラム加算(ハードウエアヒストグラムモードで，マルチウインドウON/モードAUTOのときだけ)
マルチウインドウで設定したすべてのウインドウの度数を，各ウインドウのX軸中心値を中心に各ビ
ンごとに加算
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項目 仕様

タイムバリエーション表示(タイムスタンプモードのときだけ)
・スケール：タイムバリエーションのX軸/Y軸の設定
　・X MIN(X軸最小値)の設定範囲：0～199.9999800s
　・X SPAN(X軸最大値)：20/40/100/200/400μs，1/2/4/10/20/40/100/200/400ms，

1/2/4/10/20/40/100/200s
　・Y CENTER(Y軸中心値)の設定範囲

・測定ファンクションが周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：10ns～99.9999900ms
・測定ファンクションが位相差のとき：15.00～345.00deg
・測定ファンクションがデューティ比のとき：0.500～99.500％

　・Y SPAN(Y軸左右割り振り値)
・測定ファンクションが周期/タイムインターバル/パルス幅のとき：2/4/10/20/40/100/
200/400ns，1/2/4/10/20/40/100/200/400μs，1/2/4/10/20/40/100ms

・測定ファンクションが位相差のとき：30/60/90/180/360deg
・測定ファンクションがデューティ比のとき：1/5/10/50/100％

・リードアウト：マーカーを当てて,値の読み取り可能
・表示パラメータ：グリッド/補間表示のON/OFF可能
・X軸(タイムスタンプ)の時間分解能：100ns

リスト表示，タイムスタンプモードのとき
タイムスタンプとそのときの測定値を一覧表にして表示
・表示データのスクロール可能
・タイムスタンプの時間分解能：100ns

リスト表示，ハードウエアヒストグラムモードのとき
測定値(ヒストグラムの区間代表値)とその度数を一覧表にして表示
表示データのスクロール可能

スタティスティクス表示，タイムスタンプモードのとき
ヒストグラム表示のカルキュレーションで設定した領域の統計値を，一覧表にして表示
統計演算項目＊：最大値/最小値/平均値/標準偏差/ピーク-ピーク/フラッタ

スタティスティクス表示，ハードウエアヒストグラムモードのとき
ヒストグラム表示のカルキュレーションで設定した領域の統計値を，一覧表にして表示
・統計演算項目＊：最大値/最小値/平均値/標準偏差/ピーク-ピーク/フラッタ/ジッタ1/ジッタ2
・標準偏差をバーグラフ表示
　バーグラフのレンジ：7.5/15/30/60nsから選択

＊：測定ファンクションがパルス幅でポラリティが ，カルキュレーションメニューの中のポラリティが のときの統計値
は次のようになります。

　　・最大値/最小値/平均値/ピーク-ピーク/フラッタ/ジッタ2：演算しません。
　　・標準偏差/ジッタ1：ポジティブ側だけの標準偏差/ジッタ1とネガティブ側だけの標準偏差/ジッタ1をそれぞれ演算してか

ら，ポジティブ側/ネガティブ側の同じ演算項目同士の和を求めて，それを2分します。

12.4　表示の仕様
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12.5 リアパネル入出力の仕様

項目 仕様

外部アーミング入力 ・コネクタ形式：BNC
(外部ゲートと兼用) ・入力カップリング：DC

・入力インピーダンス：10kΩ(Typical値*1)
・トリガレベル：TTLレベル
・最大入力電圧：－8V～13V(DC＋ACpeak)
・最小入力パルス幅：30ns
・セットアップ時間：70ns(アーミングが有効になるには測定信号より，70ns以上先行すること)

インヒビット入力 ・コネクタ形式：BNC
・入力カップリング：DC
・入力インピーダンス：10kΩ(Typical値*1)
・トリガレベル：TTLレベル
・最大入力電圧：－8V～13V(DC＋ACpeak)
・最小入力パルス幅：30ns
・セットアップ時間：70ns(インヒビットが有効になるには測定信号より，70ns以上先行すること)

リファレンス入力 ・コネクタ形式：BNC
・入力カップリング：AC
・入力インピーダンス：1kΩ以上
・入力周波数範囲：10MHz±10Hz
・入力レベル：1Vp-p以上
・最大入力電圧：±10V

リファレンス出力 ・コネクタ形式：BNC
・出力カップリング：AC
・出力インピーダンス：50Ω(Typical値*1)
・出力周波数：10MHz(Typical値*1)
・出力レベル*2：1Vp-p以上

モニタ出力(CHA/CHB) ・コネクタ形式：BNC
・出力インピーダンス：50Ω(Typical値*1)
・出力レベル*2：測定入力信号の約1/4(±5V以下)

＊1：Typical値は，代表的または平均的な値です。厳密に保証するものではありません。
＊2：受け*側の入力インピーダンス50Ωのときのレベルです。
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12.6 GP-IBインタフェースの仕様

項目 仕様

インタフェース GP-IB
電気的・機械的仕様 IEEE St'd 488-1978(JIS C 1901-1987)に準拠
機能的仕様 SH1，AH1，T5，L4，SR1，RL1，PP0，DC1，DT0，C0
プロトコル IEEE St'd 488.2-1987に準拠
使用コード ISO(ASCII)コード
モード アドレッサブルモード/トークオンリモード
アドレス 0～30
リモート状態解除 LOCALキーによりリモート状態の解除可能(Local Lockout時を除く)
プロッタ出力 画面イメージデータの出力

12.7 タイムベースの仕様

項目 仕様

内部基準周波数(クロック) 温度補償形水晶発振器，10MHz
周波数安定度 エージングレート：±1.5ppm/年

温度特性：25℃のときを基準にして，5～40℃の範囲内で±2.5ppm
外部からの調整 可能

12.8 内蔵メモリ機能の仕様

不揮発性メモリに10種類の設定情報をストア/リコール可能

12.9 内蔵フロッピーディスクドライブの仕様

項目 仕様

ドライブタイプ フロッピーディスク3.5型用
ドライブ数 1
フォーマットタイプ 640KB/720KB/1.2MB/1.44MB(MS-DOS互換)
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12

仕
様

12.10 一般仕様

項目 仕様

EMC* KEMAの認定を取得
使用環境 住宅・商業・軽工業，および工業環境
適合規格
　IEC1326-1:1994(draft) 測定，制御および試験所用電気装置のＥＭＣ要求事項(原案)
　　CISPR22:1993 無線妨害特性　クラスＢ
　　IEC801-2:1991 静電気放電イミュニティ
　　IEC801-3:1988 放射無線周波電磁界イミュニティ
　　IEC801-4:1988 電気的ファーストトランジェント/バースト・イミュニティ
　　IEC1000-4-5:1995 サージイミュニティ
　　IEC1000-4-6:1996 高周波伝導イミュニティ
　　IEC1000-4-11:1994 電圧ディップ，瞬停および電圧変動イミュニティ
　EN50082-2:1995 共通イミュニティ規格　第２部：工業環境
　　EN61000-4-2:1995 静電気放電イミュニティ
　　ENV50140:1993 放射無線周波電磁界イミュニティ
　　EN61000-4-4:1995 電気的ファーストトランジェント/バースト・イミュニティ
　　EN61000-4-5:1995 サージイミュニティ
　　ENV50141:1993 高周波伝導イミュニティ

安全規格* 適合規格：EN61010-1
・過電圧カテゴリⅠおよびⅡ
・汚染度1および2

基準動作状態 ・周囲温度：23±2℃
・周囲湿度：50±10％RH
・電源電圧/周波数の誤差：定格の1％以内

使用高度 2000m以下
ウォームアップ時間 約30分
保存環境 ・温度：－20～60℃

・湿度：20～80％RH(結露しないこと)
動作環境 ・温度：5～40℃

・湿度：20～80％RH(結露しないこと)
定格電源電圧 100～240V AC
電源電圧変動許容範囲 90～264V AC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動許容範囲 48～63Hz
最大消費電力 125VA
耐電圧(電源-ケース間) 1.5kV AC，1分間
絶縁抵抗(電源-ケース間) 500V DC，10MΩ以上
信号グランド すべての入出力コネクタのグランドはケースグランドに接続
外形寸法 約213(W)×約132(H)×約350(D)mm，突起部を含まず
質量 約5kg(本体のみ)
冷却方式 強制空冷
設置姿勢 水平(重ね置き禁止)
バッテリバックアップ 設定情報と時計を，内蔵のリチウムバッテリでバックアップ
付属品 ・電源コード　1本

・3極-2極変換アダプタ　1個(日本国内でのみ使用可)
・後ろ足用ゴム　2個
・ユーザーズマニュアル　1冊(本書)
・GP-IBインターフェースユーザーズマニュアル　1冊

＊ 1997年2月以降に製造され，CEマークが付いている製品に適用します。それ以前の製品については，お買い求め先にお問い
合わせください。
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12.11 外形図
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